
技術シーズ集 2021 の発刊によせて 

米子工業高等専門学校長 

寺 西 恒 宣 

 米子高専は、鳥取県西部地域唯一の工科系高等教育機関として昭和 39 年に設立

され、地域における産業界等との連携による先導的な職業教育の取り組みの促進、

教育内容・教育方法の改善や、地域および我が国全体のニーズを踏まえた新分野

への展開等の教育組織の充実を図ってきました。 

また、高専に期待されている人材養成に即した専攻科の整備・充実を進め、地

域や産業のニーズを踏まえ、その教育の一層の高度化を推進しているところです。 

これまで本校では、教育研究の向上と地域経済の活性化の推進を図る拠点とした

地域共同テクノセンターを平成 16 年に設置し、このセンターを中心として産官学

連携活動等に力を入れており、多数の技術相談、企業等との共同研究・受託研究

や人材育成事業等の実績を積み上げてきました。 

一方、本校では米子高専卒業生ネットワークを活用した「地方創生」事業への取

り組みや県内における医工連携活動にも注力しており、医療機器分野へのシーズ

提供を行っております。特に、平成 28 年 11 月に鳥取大学医学部との包括連携協

定を締結し、医療・介護機器等の研究開発・実用化を図ることで第 4 次産業革命

に対応したライフイノベーションを創出したいと考えています。このように工学

のみならずさまざまな分野の知識を工学と複合活用できる人材の育成、そして、

育成した人材の地域への供給などを目指しております。 

これらを背景として、毎年「技術シーズ集」を発刊しておりますが、本年度から

SDGｓとの関連を各教員ページと巻末の「教員一覧」に記載いたしました。本冊

子を有効活用していただくことにより、さまざまな分野における新たな連携や新

技術の創出、地域の活性化が一層進展することを祈念しております。 
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教員研究テーマ一覧
校 長  The  P r inc ipa l

寺西恒宣 伝熱工学の基礎と応用について 16 

機 械 システム部 門

上原一剛 機械構造物の熱設計法に関する研究 17 

大塚宏一 人工関節のトライボロジーに関する研究 18 

木下 大 動作制限のある機械システムの制御に関する研究 19 

権田 岳 粘性流体を含む多孔質弾性体に関する研究 20 

白石僚也 プラズマを用いた高効率水素製造に関する研究 21 

早水庸隆 各種流れの可視化および波力発電に関する研究 22 

藤田 剛 三次元 CAD を活用したエンドミルの切削性能評価に関する研究 24 

松本 至 劣駆動機械システムの制御に関する研究 25 

矢壁正樹 超音波による多孔質焼結含油軸受の油膜厚さ測定 26 

山口顕司 水溶性加工液の管理と再利用に関する研究 27 

電 気 電 子 部 門

浅倉邦彦 次世代デバイスに関する理論的研究 29 

石倉規雄 電気鉄道用パワーラインコンディショナ 30 

奥雲正樹 超音波を用いた物体認識に関する研究 31 

権田英功 自己組織化マップを用いた解析・評価・応用 32 

田中博美 強相関電子系材料の開発および光電子分光による電子状態解析 33 

新田陽一 心理音響評価量の工学的応用 34 

松岡祐介 スイッチトダイナミカルシステムの呈する現象の理論的な解析と工学的応用に関する研究 35 

松本正己 IoT を活用したデータセンシングに関する提案 37 

宮田仁志 ソフトコンピューティング（ファジィ，ニューロ，遺伝的アルゴリズム等）の産業応用に関する研
究 38 

本村信一 簡易脳波計によるイライラ運転・漫然運転時の脳波分析 39 

桃野浩樹 減速比可変広角静電型レンズを用いたディスプレイ型光電子分析器の開発 40 

情 報 システム部 門

井上 学 ディジタル LS I によるシステム実現 41 

内田雅人 生産設備の異常検知に関する研究 42 

角田直輝 センシング応用展開（光・温度センサなど） 43 

川戸聡也 コンピュータの遊休資源を用いた分散システム 44 
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河野清尊 ブラインド信号処理技術の開発とその応用に関する研究 45 

徳光政弘 動的環境に適応する自律分散システムの構築とその評価 46 

中山繁生 屋外作業用自律型移動ロボットの開発 48 

原田 篤 人間型ロボットによる自己身体モデルの獲得 49 

森田一弘 状態推定技術の産業応用に関する研究 51 

山本英樹 氷温領域検出のための試料凍結センサの開発 53 

化 学 ・バイオ部 門

青木 薫 食品の高品質化と環境計測 54 

粳間由幸 細胞間ネットワークを司る情報伝達物質の合成 55 

小川和郎 低環境負荷型の機能性高分子材料の開発 56 

 清水剛志 錯体を活物質とした次世代蓄電池の開発 57 

伊達勇介 新規無機材料の合成と諸特性について 58 

田中 晋 固体 NMR 等による分子構造・分子運動の解析 59 

谷藤尚貴 有機機能性材料の新規合成と評価 60 

藤井貴敏 水環境に関する分析・調査 61 

藤井雄三 微生物などの天然資源からの生理活性物質の単離精製および構造決定 62 

村田和加惠 出芽酵母の偽菌糸における形態変化機構 63 

建 築 デ ザ イ ン 部 門

天野圭子 高齢者の共同住宅事業「サービス付き高齢者向け住宅」の防災・避難課題に関する研究 64 

荒木菜見子 わが国戦後の地方都市における市街地の形成過程に関する研究 65 

稲田祐二 建築構造・構法に関する研究開発 66 

小椋弘佳 集落の持続的な土地利用管理に関する研究と計画提案 68 

北農幸生 木造建築物接合部の構造特性に関する研究 69 

髙増佳子 アートや地域連携による建築デザイン教育 70 

玉井孝幸 建築物の健全性評価に関する研究 71 

西川賢治 地域資源を活用したものづくりデザイン教育プログラムの開発 72 

畑中 友 建物の機能維持を目的とした制振装置の開発研究 73 

前原勝樹 空調システムの制御と省エネルギーの診断 74 

教 養 教 育 部 門

青砥正彦 Communicative Language Teaching を用いた言語活動の開発 75 

赤山幸太郎 アメリカ文学および批評理論の研究 76 

遠藤香菜子 ４技能統合型授業に向けた指導及び教材開発 77 
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大野政人 筋痙攣の予防法，運動とストレス 78 

大庭経示 グラフ理論、特に頂点彩色に関する研究 79 

加藤博和 地域交通システム，シチズンシップ教育 80 

川邊 博 確率過程量子化法による弦の場の理論 81 

蔵岡誉司 普遍代数における部分代数のなす束の構造 82 

倉田久靖 離散解析学 83 

古清水大直 関数空間の間の等距離写像の特徴づけ 84 

小林玉青 非摂動くりこみ群 85 

鈴木章子 英語教授法と第二言語習得理論 86 

竹内彰継 太陽・恒星における電磁流体現象の研究 87 

中島美智子 アメリカ文学，およびエコクリティシズム 88 

羽原卓也 大正末期～昭和初期の横光利一作品について 89 

 濱中 良 三段跳に関する研究 90 

原田桃子 イギリスの移民政策に関する研究 91 

藤本晃嗣 夏目漱石作品の思想的背景の研究 92 

布施圭司 現代実存思想を中心とした宗教哲学・宗教学 93 

堀畑佳宏 数学の逆数学的分析，文字列理論の研究 95 

南 雅樹 幼児から高齢者までの身体機能検査と評価 96 

森田典幸 英語教授法 97 

渡邊 健 和歌と日本古典文学に関する研究 98 

医 工 連 携 テーマ一 覧  

寺西恒宣 伝熱工学の基礎と応用について 99 

早水庸隆 各種流れの可視化に関する研究 100 

権田英功 医療データ（脈波など）の計測・解析・評価・応用 101 

松本正己 IoT を活用したデータセンシングに関する提案 102 

宮田仁志 安全で高効率なハンドル形電動車いすの開発 103 

本村信一 簡易なデバイスを用いた睡眠モニタリング 104 

中山繁生 ヒトの触覚再現を目指した触覚センサシステムの開発 105 

原田  篤 人工知能技術を用いた医工連携に関する研究 106 

粳間由幸 ハイブリッド光増感剤を利用した光線力学療法の開発 107 

西川賢治 障がい者支援施設における住空間環境を改善するためのデザイン提案と実践 108 

大野政人 筋痙攣の予防法、運動とストレス 109 

南 雅樹 フレイルの予防を目的とした測定・評価システムの構築とその活用法 110 
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名　  称 ポータブル音響カメラ

仕 様 等
・型式：SeeSV-S205 ・重量；2.0kg	
・マイク数：30個 ・測定距離： 0.2m～5m	
・周波数帯域：350Hz～12kHz（推奨2kHz～10kHz）

用　  途
音の発生源をカラーコンターで可視化します。機械装置などを設計および修理す
る際に、騒音・異音の発生源を迅速に特定することが可能です。

設置場所 機力制御実験室

担　　当 機械システム部門　早水庸隆、木下大

名　  称 恒温・湿環境試験室

仕 様 等
・制御可能温度範囲-30～+80℃
・制御可能湿度15～95%RH
・内寸W3470×D1670×H2200

用　  途 温度・湿度のコントロールを要する実験が可能です。

設置場所 第三流体実験室

担　　当 機械システム部門　白石僚也

名　  称 3D測定レーザー顕微鏡

仕 様 等
・光源：405nm半導体レーザー
・観察・測定倍率：108～17,280倍
・表示分解能：1nm

用　  途 非接触でサンプルの3次元表面形状の観察・測定が可能です。

設置場所 専攻科棟　機械システム工学実験室1

担　　当 機械システム部門　大塚宏一

名　  称 ダイナミック超微小硬度計

仕 様 等
・試験力：0.1～1961mN
・圧子:三角すい圧子（稜間角115度,ベルコビッチタイプ）
・顕微鏡倍率：500倍

用　  途
金属材料、薄膜、表面処理層、微小電子部品、プラスチック、ゴム、セラミックス
などあらゆる材料の硬度測定、弾性率測定が可能です。

設置場所 専攻科棟　機械システム工学実験室1

担　　当 機械システム部門　大塚宏一

名　  称 精密万能引張試験機

仕 様 等
・荷重容量：150kN(15000kgf)  ・最低速度：0.0001mm/min
・最高速度：762mm/min

用　  途 金属材料等の引張試験、圧縮試験、曲げ試験等が可能です。

設置場所 材料力学実験室

担　　当 機械システム部門　権田　岳

名　　   称 微小部光電子分光装置(μXPS)

仕  様  等 島津Kratos製、Axis-Ultra (Arガスクラスターイオン銃付)

用　　  途

電気・電子材料および電子回路の電極界面における酸化・還元状態を非破壊で調
べることができる装置です。また、マイクロメータ微小領域における電気の流れ易さの
判定も可能です。そのため、電子回路の故障原因等を調べる手法としても利用でき
ます。

設置場所 電気情報工学科　１F　先端科学分析実験室

担　　　当 電気電子部門　田中博美

保 有 設 備 の 紹 介
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名　　   称 パワーエレクトロニクス用制御システム

仕  様  等
・パワエレ専用に設計されたコントローラ
・インバータ制御に必要な機能を豊富に搭載
・制御プログラムのリアルタイムデバッグ・調整が可能

用　　  途
本システムを専用の統合開発環境（ソフトウェア）と併用することにより、インバー
タ・モータ制御およびその他電源制御システムの開発を容易に行うことができま
す。

設置場所 パワーシステム実験室

担　　　当 電気電子部門　宮田仁志、石倉規雄

名　　   称 回生型直流電源

仕  様  等 ・出力電力：10kW  ・80V版（最大250A）  ・500V版（最大35A）

用　　  途
高速な電流応答により、モータの回生制御試験が可能です。また、電流制御で
充放電を行うバッテリの充放電試験にも適しています。さらに、太陽電池を模擬
することも可能です。

設置場所 パワーシステム実験室

担　　　当 電気電子部門　宮田仁志、石倉規雄

名　　   称 プリント基板加工システム

仕  様  等
・銅張積層板（カット基板）から229×300×22mm以内の両面
　プリント基板を試作可能
・カメラシステムによる、高精度な位置合せが可能

用　　  途
切削方式基板加工機です。薬品類などを使用せずにＣＡＤ設計データを利用し
付属ソフトで基板加工データを作成、ミーリングドリル方式にてダイレクトに電子回
路基板の作製を行えます。

設置場所 パワーシステム実験室

担　　　当 電気電子部門　石倉規雄

名　　   称 スマートグリッド実験システム

仕  様  等
NF回路設計ブロック製 系統模擬電源:単相2/3線切換4kVA,電子負荷装置 単
相3線100V/200V 4kVA 2台, 太陽電池模擬電源(AMETEK社) 400V 12A
4kVA

用　　  途
単相2線/3線 切換で最大4kVAまでの模擬電源を用いた、さまざまな太陽電池
パネルのIV特性のシミュレーションを行い、パワーコンディショナー等の動作試験
を行うことができます。

設置場所 電気電子部門　１F　パワーシステム実験室

担　　　当 電気電子部門　松本正己、石倉規雄

名　　   称 絶縁破壊試験システム

仕  様  等
・日新パルス電子
 試験用変圧器 50kV/5kVA,  単相柱上変圧器
 部分放電測定器, 絶縁物・気中／絶縁油破壊試験器

用　　  途
インパルス発生装置 PIVG-800C(日新パルス電子)と接続し、部分放電測定を
行うことができます。

設置場所 電気電子部門　高電圧実験室

担　　　当 電気電子部門　石倉規雄
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名　  称 リアルタイム複合画像統合計測分析システム

仕 様 等

動作解析用カメラ
　・近赤外線感知型のカメラと反射マーカを用いた光学式
　・カメラ8台の同期撮影（10分間以上）
ハイスピードカメラ
　・HD解像度1280×720ピクセルで毎秒5000フレーム以上

用　  途
光学的な計測により人体の動作を生体信号と同期して計測することができ、さら
にハイスピード撮影による実写映像も同時収集することにより、総合的な人体や
物の動作を解析することができます。

設置場所 計算機工学実験室2

担　　当 情報システム部門　河野清尊

そ の 他 画像㊦http://www.nacinc.jp/analysis/system/lifescience/walkingより引用

名　  称 プロセス制御実験実習装置

仕 様 等
・型式：PRCET11-F/P・L　　・製番：SO1309-Z
・制作：株式会社エスワン

用　  途
水の流れを用いた自動制御分野の実験を行うことができます。共通部(ホスト
PC)、流量/圧力制御部、液面制御部の3つのユニットにわかれており、サーバ・ク
ライアント方式のネットワーク制御による協調制御が可能です。

設置場所 システム制御実験室

担　　当 情報システム部門　原田　篤

名　  称 電子デバイス極低温実験システム

仕 様 等
岩谷瓦斯 極低温冷却装置NEWミニスタットCRT-HE05-HARC
　・使用可能温度範囲　4.2～300K
TFFケースレーインスツルメンツシステムソースメータ 2612B

用　  途
低温(4.2K)から室温(300K)までの間に試料を冷却し、電気的測定や光学的測
定を行うことができます。

設置場所 電子デバイス実験室

担　　当 情報システム部門　角田直輝

名　  称 高分解能核磁気共鳴装置

仕 様 等
Bruker社　AVANCEⅢ HD400
溶液・MAS（固体）・HR-MAS（半固体用）プローブを装備

用　  途
有機化合物等における分子構造を決定します。溶液試料の他、固体やゲル状
の半固体試料についても測定が可能で、試料中における分子の運動状態が観
測できます。

設置場所 専攻科棟　C科専攻科機器室

担　　当 化学・バイオ部門　田中　晋

そ の 他 温度可変測定も可能です。

名　  称 単結晶Ｘ線回折装置

仕 様 等
Bruker社製　D8 QUEST
低温吹き付け装置

用　  途
単結晶を用いて、化学物質の構造を決定できます。結晶の状態により低温で測
定を行いたい場合も対応可能です。

設置場所 第2機器室

担　　当 化学・バイオ部門　粳間由幸

システム構成図
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名　  称 元素分析装置

仕 様 等
PerkinElmer社　2400II（CHNS/O）
静的燃焼、フロンタルクロマトグラフィー、TCD検出

用　  途
1台でCHN分析、CHNS分析、O分析が行えます。
1800℃の高温かつ純酸素中で有機化合物を完全燃焼し、フロンタルクロマトグラ
フィーにより安定で高精度な定量を実現します。

設置場所 第3機器室

担　　当 化学・バイオ部門　伊達勇介

名　  称 熱分析装置

仕 様 等
日立ハイテクサイエンス　DSC7020，TG/DTA7300
測定範囲：DSC -70～420℃，TG/DTA 室温～1500℃
昇温速度：0.01～100℃/min

用　  途
プラスチック、セラミックス、金属など、あらゆる材料の加熱時（冷却時)の相転移
や質量変化などが測定できます。また、DSCの冷却は電気冷却により行うため、
安定した測定が可能です。

設置場所 第1機器室

担　　当 化学・バイオ部門　小川和郎

名　  称 2000kN圧縮試験器

仕 様 等
圧縮専用　荷重量・ラム変位量をデジタル出力可能
レンジ：2000、1000、500、200、100、50kN
荷重・変位・応力による自動制御

用　  途
木、モルタル、コンクリート、金属の圧縮試験
実構造物の耐久性・強度・火害などの健全性評価

設置場所 構造材料実験室

担　　当 建築デザイン部門　玉井孝幸

名　  称 1000kN万能試験機

仕 様 等
圧縮・引張兼用　荷重量・ラム変位量をデジタル出力可能
レンジ：1000、500、200、100、50、20kN
荷重・変位・応力による自動制御

用　  途
木、モルタル、コンクリート、金属の圧縮、引張り試験
実構造物の耐久性・強度・火害などの健全性評価

設置場所 構造材料実験室

担　　当 建築デザイン部門　玉井孝幸

名　  称 コンクリート中性化促進試験機

仕 様 等
温度 20～60℃、湿度 30～90％RH、CO2濃度 0～20％

内寸 830W×710D×1500H（約880L)

用　  途
コンクリート・モルタルの中性化促進試験(耐久性の評価)、漆喰の強度発現特性
試験、モルタル・コンクリートの乾燥収縮試験

設置場所 構造材料実験室

担　　当 建築デザイン部門　玉井孝幸

そ の 他 鳥取・島根県では本校にのみ設置されています。

名　  称 3次元地震波再現装置

仕 様 等
試験可能な試験体は最大重量5tf、地震の再現波、正弦波
正弦波周波数0.1～100Hz（X,Y,Zとも）
振幅X、Y 400mm、Z 150mm

用　  途
防災教育、地震の体感
構造物の耐震試験、機械設備の稼働中の地震被災実験
常時振動を受ける機械設備の稼働確認試験

設置場所 振動実験室

担　　当 建築デザイン部門　稲田祐二、北農幸生、玉井孝幸、畑中友

そ の 他 全国で2校、西日本では本校にのみ設置されています。
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名　  称 3Dプリンタ

仕 様 等
・3Dシステムズ CubeX 3D DUO Printer
・造形サイズ：230×265×240，造形材料：ABS/PLA
・積層ピッチ：0.1/0.25/0.5 mm

用　  途
USBから直接データを取り込み、2色の造形物を作成することが可能。
材料をカートリッジタイプにし自動ローリング機能とすることにより、簡単に3Dモデル
を作成できます。造形材料も1kgあたり18,900円と安価です。

設置場所 建築CAD室

担　　当 建築デザイン部門　玉井孝幸、小椋弘佳、西川賢治

そ の 他 3台設置されています。最終造形前の検討時に活用ください。

名　  称 アルミ切断機

仕 様 等
切断材料能力　長さ300㎜　厚さ160㎜　角度切45度
空圧シリンダによる材料固定　防爆型集塵機設備

用　  途
板,アングル,チャンネル等アルミ材料専用切断機
超硬チップソーによるシャープな仕上面、
カバー閉両手ボタン操作による始動の安全設計です。

設置場所 ものづくりセンター 機械加工エリア

担　　当 ものづくりセンター　

名　  称 ホブ盤（歯切盤）

仕 様 等 モジュール0.2～2,  最大ワークφ160㎜　ストローク160㎜

用　  途
可能加工歯数　3～480
平歯車・はすば歯車加工可能
NC制御器による2度切サイクル機能付小型ホブ盤

設置場所 ものづくりセンター 機械加工エリア

担　　当 ものづくりセンター　

名　  称 CNCフライス盤

仕 様 等 汎用タイプNCフライス盤     ボールねじ使用

用　  途
3軸ハンドル付NCにより、汎用機・NC機の機能を持っています。
対話型らくらくNCパターン加工機能により、汎用機では困難な形状やポケット加
工を容易にします。

設置場所 ものづくりセンター 機械加工エリア

担　　当 ものづくりセンター　

名　  称 高速昇温電気炉

仕 様 等

炉口寸法×奥行　W680×H850×D350
断熱材：アルミナファイバーボード
電熱体：シリコニット使用　1500℃
デジタルプログラムとサイリスタによるPID連続制御方式

用　  途
高速昇温式、プログラムによる温度管理等であらゆる材料の熱処理に対応可能
です。
デジタル表示、記録用紙　オプションで雰囲気炉仕様

設置場所 ものづくりセンター 熱造形エリア

担　　当 ものづくりセンター　
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※※

※2回目以降の相談は有料です。但し、減免措置があります。※2回目以降の相談は有料です。但し、減免措置があります。
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米子高専に研究等を依頼する場合…

企業側にも研究者が在籍し
共同で研究を行いますか？

成果の報告 (提出 )が必要ですか？

一緒に研究しましょう

　

企業等と高専が対等な立場で
共同して研究し、成果を共有

企業等研究者と高専教職員

知的財産の帰属知的財産の帰属
（原則）（原則）

成果の帰属成果の帰属
（原則）（原則）

研究期間研究期間

間接経費間接経費
（原則）（原則）

○○について研究してください どうぞ使ってください

イメージイメージ

形態形態

研究従事者研究従事者

申込書申込書

契約書契約書

共 同 研 究共 同 研 究 受 託 研 究受 託 研 究 寄　附　金寄　附　金

研
究
の
形
態

研
究
の
形
態

契
約
内
容

契
約
内
容

手
続
き

手
続
き

高専教職員

企業等から高専が委託を受け
単独で研究し、成果を報告

対価（成果）を求めない
企業等からの寄附

高専教職員

要

要

要

不要

要

要

高専と企業等 高専 ―

貢献割合に応じて
双方が持分を持つ

高専に帰属 高専に帰属

契約書に定められた期日 原則として制約なし

※間接経費は受入金額、目的等によって率が異なります。

契約書に定められた期日

直接経費の 30％ 受入金額の 110 分の 10
受入金額の 130 分の 30又は

直接経費の 10 ～ 30％

外部
資金

フロ
ー

共同
研究

/ 受
託研

究 /
寄附金

yes

yes

no

no

※
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産学連携コーディネーター（鳥取県西部地区担当） 

氏名：  山本 一志／YAMAMOTO Hitoshi E-mail： h-yamamoto@yonago-k.ac.jp 

Tel： 
0859-24-5038 
0859-24-5007 

Fax： 0859-24-5009 

業務内容 

地域社会・企業と米子高専との連携を進め、技術課題への対応、技術力開発向上の支援を行

います。また、人材育成・地元定着の戦略を立案するとともに、学生と県内企業のマッチング体制

の充実、就職先開拓も行います。 

・米子高専の教育研究シーズと地域のニーズのマッチングによる共同研究・技術相談等の推進 

・米子高専学生の就職・インターンシップ受入先開拓 

・地域社会との連携活動、産学官連携等の推進 

主な略歴 

1970 年 3 月   米子工業高等専門学校 機械工学科卒業（2 期生） 

1970 年 4 月～ 川崎重工業株式会社にて事務技術職に従事 

1986 年 4 月～ Kawasaki Motors Corp., U.S.A に駐在（6 年間）、エンジニアリングマネージャー

として米国各 OEM との技術折衝を行う 

2000 年 4 月～ PT Kawasaki Motor Indonesia マーケティングマネージャー・参与に就任 

2003 年 4 月～ 株式会社ケイジェス 取締役就任 

2012 年 7 月～ 川崎重工業株式会社にて汎用エンジン技術アドバイザーに従事 

2016 年 2 月～ 米子工業高等専門学校 産学連携コーディネーター 

（鳥取大学 COC+西部地区コーディネーター） 

産学連携コーディネーター（鳥取県東中部地区担当） 

氏名：  西本 弘之／NISHIMOTO Hiroyuki E-mail： h-nishimoto@yonago-k.ac.jp 

Tel： 
0859-24-5038 
0859-24-5007 

Fax： 0859-24-5009 

業務内容 

米子高専が地域に貢献し、企業の困りごとが解決できるよう支援します。新しい技術開発テーマ

の具現化を行い、最適な解決手段を提案します。 

・産学官連携による競争的資金等の補助金獲得までのマネージメント、技術支援 

・オプトメカトロニクス技術として、機械の計測制御分野、電気の材料やシステム開発、光学技術な

どの業界向けの技術開発支援 

・企業の人材養成プランの作成支援 

主な略歴 

1972 年 3 月   米子工業高等専門学校 機械工学科卒業（4 期生） 

1972 年 4 月～ 鳥取県工業試験場 米子分場 

2002 年 4 月～ 財団法人鳥取県産業振興機構 新事業創出部長 

2005 年 4 月～ 鳥取県商工労働部産業開発課 産官学連携室長 

2006 年 4 月～ 鳥取県産業技術センター 次長（体制整備担当） 

2007 年 4 月～ 地方独立行政法人鳥取県産業技術センター 電子・有機素材研究所長 

2012 年 4 月～ 米子工業高等専門学校 産学連携コーディネーター 
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産学連携コーディネーター（全国地区担当） 

氏名：  杵築 邦昌／KIZUKI Kuniyoshi E-mail： kizuki@yonago-k.ac.jp 

Tel： 
0859-24-5038 
0859-24-5007 

Fax： 0859-24-5009 

業務内容 

名古屋地区を拠点とし、山陰地区はもとより、関東・関西地区など各地での産学官連携活動の

推進を担当しています。企業での経験、卒業生としてのネットワークを活用し、地域企業のニーズ

と本校の人材・シーズのマッチングを図ります。 

・米子高専の教育研究シーズと地域のニーズのマッチングによる共同研究・技術相談等の推進 

・米子高専学生の就職・インターンシップ受入先開拓 

・地域社会との連携活動、産学官連携の推進 

主な略歴 

1975 年  3 月   米子工業高等専門学校 機械工学科卒業（7 期生） 

1975 年  4 月～ トヨタ自動車株式会社（当時：トヨタ自動車工業株式会社） 

1984 年  3 月～ Toyota Technical Center USA Inc. へ駐在（3 年間） 

2002 年  4 月～ チーフエンジニアとして新規市場開拓車ポルテの開発を担当 

2004 年 11 月～ チーフエンジニアとして新規市場開拓車マーク X ZiO の開発を担当 

2008 年  4 月～ 主査としてエスティマ、マーク X ZiO、ウィッシュの開発を担当 

2015 年 12 月～ 米子工業高等専門学校 産学連携コーディネーター 
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提供可能な設備・機器： 

名称・型番（メーカー） 

レーザー顕微鏡・OLS4100（オリンパス㈱） ダイナミック超微小硬度計・DUH-211S（㈱島津製作所） 

増幅器付小型 6 分力計・LFX-A（㈱共和電業） 

研究タイトル： 

人工関節のトライボロジーに関する研究
氏名：  大塚 宏一／OTSUKA Koichi E-mail： k-otsuka@yonago-k.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 博士(工学) 

所属学会・協会： 
日本機械学会，日本臨床バイオメカニクス学会， 

日本トライボロジー学会，日本設計工学会 

キーワード： バイオエンジニアリング， トライボロジー， 人工関節 

技術相談 

提供可能技術： 

・高分子材料の摩擦摩耗試験および疲労試験 

・接触圧力分布の推定（予測）と計測 

・表面損傷等の分析 

研究内容： 人工関節のトライボロジーに関する研究 

人工関節は，病気などでやむなく使用できなくなった生体関節を人工のものに置き換えるためのもので，重症の関節機

能障害に悩む患者の疼痛を寛解し，生活の質の獲得に大きな役割を果たしています。 

しかしながら，長期の使用により人工関節の関節面材料には摩耗が生じてしまうため，再置換手術（交換）を余儀なくさ

れる場合があり，患者への大きな負担となっています。人工関節の改善に向けた取組みは継続的に行われています

が，破損や摩耗の原因については不明な点が多く，依然として人工関節の問題解決には至っていません。 

本研究では力学的・運動学的視点から人工関節摺動部の摩耗と破損のメカニズムを解明し，その改善案について提

示を試みています。 

担当科目 
基礎製図Ⅱ，計測工学，メカトロニクス，アクチュエータ工学，トライボロジー・軸受特論，フロ

ンティア工学セミナー, 機械工学実験実習Ⅳ・Ⅴ，創造実験，卒業研究，専攻科特別研究 

過去の実績 
・粒子分散形プラスチック複合材料の研究開発 
（鳥取県環境学術研究等振興事業 受託研究，2009 年-2011 年） 

近年の業績 

(研究・教育論文、特許含む) 

・大塚宏一他，関節シミュレータを用いた人工関節用材料の摩耗試験における 

摺動部の温度挙動とその影響, 日本機械学会論文集, Vol.83, No.850, 2017. 

・大塚宏一他，ポリエチレンを母材とする粒子分散型複合材料の摩擦摩耗特性に関する 

研究, 学会誌「設計工学」, pp.485-491, 2014. 

・大塚宏一他，人工股関節の摩擦摩耗特性に及ぼすバルク温度の影響， 

日本機械学会論文集，pp.328-336, 2012. 

・K.OTSUKA et al., Contact stress at the post-cam mechanism in posterior - stabilized 

total knee arthroplasty, Journal of Bone＆Joint Surgery (Br), pp.483-488, 2006. 

・大塚宏一他，吸着膜と移着膜の相互作用が及ぼす人工股関節摩耗特性への影響， 

日本臨床バイオメカニクス学会誌，pp.273-279, 2004.            等 
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研究タイトル： 

粘性流体を含む多孔質弾性体に関する研究 
氏名： 権田  岳／GONDA Takeshi E-mail： t-gonda@yonago-k.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 日本機械学会，日本シミュレーション学会，日本高専学会 

キーワード： 多孔質材料，応力解析，有限差分法，有限要素法，動的応答 

技術相談 

提供可能技術： 

・機械部品に関する強度解析（汎用数値解析ソフトウェアによる強度解析） 

・各種金属材料の機械的性質の測定（引張試験，硬さ試験，抗折試験等） 

・多孔質材料（焼結材料，発泡材料）の強度推定 

研究内容： 粘性流体を含む多孔質弾性体の応力と変形に関する研究 

焼結金属などのフィルター材料をはじめ軸受材料，構造軽量化材，排水ろ過材，衝撃吸収材など多孔質体から成る

材料は工業上広範な用途を持っています．また，人体の骨格，関節，消化器官，循環器管などの生物学的構造物も流

体に満たされた多孔質体として力学的に取り扱うことが出来ます． 

このような，空孔内に粘性流体を含む多孔質体のモデル（図１参照）で

は，母材の変形と流体の移動が連成をするのが特徴的となります．本研

究では，粘性流体を含む多孔質体が衝撃負荷を受ける場合の動的応答

について，数値解析と実験の両面から取り組んでいます． 

また，近年では製法の進歩に伴い，内部に含まれる空孔のサイズやそ

の分布密度を傾斜配向させた不均質多孔質材料や，空孔のサイズや分

布密度の異なる層を任意に重ねた多孔質材料を製造することも可能とな

ってきました．本研究では，これらの不均質多孔質材料や多層多孔質材

料についても研究の対象とし，数値解析による研究を行なっています． 

担当科目 材料力学 II ，工学基礎演習 ． 一般工業力学 ， 弾塑性力学 

過去の実績 
・オープンCAEシステムを用いた設計・開発環境の構築（民間企業との共同研究，2017年） 
・ポンプ軸受材料の破壊特性に関する研究（民間企業との共同研究，2015 年-2016 年） 

近年の業績 

(研究・教育論文、特許含む) 

・学術研究論文：Takeshi GONDA et al., The Estimation of the Mechanical Property of the Porous 
Material by Numerical Analysis, Key Engineering Materials Vols. 656-657, pp. 14-17, 2015. 

・学術研究論文：Takeshi GONDA et al., Dynamic Stress and Deformation of Non-homogeneous 
Poroelastic Moderately Thick Shells of Revolution Saturated in Viscous Fluid, Advanced 
Materials Research, Vols. 652-654, pp. 1466-1470, 2013. 

・学術研究論文：権田岳 他, 数値解析による多孔質材料の機械的性質の推定, 日本高専学会
誌, Vol. 17, No. 3, pp. 83-86, 2012 年. 

・学術研究論文：Takeshi GONDA et al., Dynamic Stress and Deformation of Non-homogeneous 
Poroelastic Shells of Revolution Saturated in Viscous Fluid, Key Engineering Materials, Vol. 
407-408, pp. 305-308, 2009. 

提供可能な設備・機器： 

名称・型番（メーカー） 

精密万能試験機・5984 型（インストロン ジャパン） データロガー・NR-500（㈱キーエンス） 

ブリネル硬さ試験機・ABK-1 型（㈱ミツトヨ） 動ひずみ計・AS2503（NEC 三栄㈱） 

ロックウェル硬さ試験機・HR 型（㈱島津製作所） 表面粗さ測定機・SV-2100（㈱ミツトヨ） 

ヴィッカース硬さ試験機・AVK-A 型（㈱明石製作所） シャルピー衝撃試験機・No. 141 型（㈱安田試験機製作所） 

ショア硬さ試験機・D 型（㈱島津製作所） 数値解析ソフトウェア・ANSYS（アンシス・ジャパン㈱） 

図１ 多孔質体イメージ図
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Ryoya SHIRAISHI, Shinfuku NOMURA, Hiromichi TOYOTA, Comparison of Hydrogen

Production Through In-liquid Plasma Methods, J. J. Inst. Energy, 99(8), (2020) 

Ryoya SHIRAISHI, Shinfuku NOMURA and 3 others, Effect of introducing a steam pipe

to n-dodecane decomposition by in-liquid plasma for hydrogen production, 
International Journal of Hydorgen Energy, VOL.44 (2019)  
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研究内容 2： 波力発電に関する研究 

■ 研究テーマ 3：「波力発電用垂直軸タービンに関する研究」

本研究は，海洋エネルギー利用技術の一つである振動水柱型波力発電において，その二次変換装置として使用さ

れる空気タービンに関する技術開発です。現在，空気タービンとしてウエルズタービンなどの水平軸タービンが広く使用

されています。しかし，これらのタービンは往復気流で常に同一方向に回転できるように，幾何形状をロータの回転中心

面に対して対称にしなければならず，一般にエネルギー変換効率は在来のタービンに比べて低いです。 

したがって，本研究では，風向制御が不要かつ低騒音の風車として活用されている垂直軸タービンを用いて，高効

率の波力発電用空気タービンを開発しています。具体的には，通常フィールドの開かれた空間で使用する垂直軸ター

ビンを，振動水柱型波力発電プラント（図 3 参照）を想定してケーシングの内部に設置し，垂直軸タービンの性能を風洞

の定常流により実験的に解明しています（図 4 参照）。また，実際に海洋で発生する往復気流を想定して，準定常解析

手法による数値シミュレーションを利用し，タービンの平均効率およびタービンの起動特性（静止状態から発電可能な

高速回転までの回転数変化）を求めています。 

担当科目 本科科目：水力学，流体力学，エネルギー機械 / 専攻科科目：流体力学特論 

過去の実績 

・卵管内の力学的環境を考慮した運動良好精子分離装置の開発 
（平成 30～令和 3 年度 文部科学省: 科学研究費助成事業 基盤研究(C)） 

・テイラー・ディーン流れカオス混合の速度・濃度同時計測による混合促進メカニズム解明 
（平成 27～29 年度 文部科学省: 科学研究費助成事業 基盤研究(C)） 

・波力発電用直線翼垂直軸タービンに関する研究 
（平成 24～令和 3 年度 佐賀大学海洋エネルギー研究センター共同利用研究） 

近年の業績 

(研究・教育論文，特許含む) 

・T. Hyakutake, K. Sugita, S. Ujifuku, R. Sakurai, R. Murakami, Y. Hayamizu, Experimental 
study on the effect of flow in microfluidic channel on bovine sperm navigation, Journal 
of Biomechanics, Vol. 118, 110290, 2021. 

・早水庸隆, 他 9 名, 波力発電用直線翼垂直軸タービン性能に及ぼす案内羽根の幾何形
状の影響, ターボ機械, 第 48 巻, 第 6 号, pp.352-360, 2020. 

・早水庸隆, 他 15 名, Exercises for Fluid Engineering, 株式会社パワー社, 2020. 
・N. Uene, H. Takeuchi, Y. Hayamizu, T. Tokumasu, Study of reflection models of gas 
molecules on water adsorbed surfaces in high-speed flows, Journal of Fluid Science 
and Technology, Vol.15, No.1, 2020. 

提供可能な設備・機器： 

名称・型番（メーカー）：説明 

YAG レーザ・CW532-3W（日本カノマックス株式会社）：連続発振のレーザ（波長：532nm，出力：3W）を光源とした流れの可視化装置です。 

ハイスピードカメラ・HSS4G（日本カノマックス株式会社）：最大解像度 1024×1024pixel，最高撮影速度 120000fps（コマ／秒），最大解像度

時に 2000fps（コマ／秒）の撮影が可能なハイスピードカメラです。 

PIVソフトウェア・DaVis-PIV-Particle（日本カノマックス株式会社）：レーザ，カメラを含む全てのコンポーネントを完全に制御，画像の取得から解

析，評価，保存，後処理にいたる PIV 計測に必要な行程を統合している PIV ソフトウェアです。また，粒子径，混相流計測もできます． 

LIF ソフトウェア・DaVis-LIF（日本カノマックス株式会社）：LIF 技術を用いて，流体の蛍光強度から混合撹拌過程を定量的に可視化計測できる 

ソフトウェアです。取得した連続画像から濃度や温度の分布の可視化ができます。 

図 3 振動水柱型波力発電プラント   図 4 風洞試験装置概略図 
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研究タイトル： 三次元 CAD を活用したエンドミルの 
切削性能評価に関する研究 

氏名：  藤田  剛／FUJITA Tsuyoshi E-mail： fujita@yonago-k.ac.jp 

職名： 助教 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 日本機械学会，精密工学会 

キーワード： 機械加工，切削加工，エンドミル加工，5 軸制御加工 

技術相談 

提供可能技術： 

・三次元 CAD による各種エンドミルの切削機構の解析 

・各種エンドミル加工における切削力および仕上げ面粗さの測定 

・5 軸制御加工を想定した各種エンドミルによる新しい加工法の検討 

提供可能な設備・機器： 

名称・型番（メーカー） 

5 軸 MC： ヤマザキマザック VARIAXIS j-500/5X 工具動力計： Kistler 9257B 

マルチチャンネルチャージアンプ： Kistler 5019A データ収集ソフトウェア： DynoWare 2825A 

研究内容： 三次元 CAD を活用したボールエンドミルの切削性能評価に関する研究 

ボールエンドミルは三次元曲面を有する輪郭形状の切削に不可欠な

工具として，金型や航空機部品などの加工に幅広く用いられています．

しかし，半球部にねじれた切れ刃が存在する複雑な形状のため，切削

機構は長年に渡って未解明な部分も多く，工具の切削性能に応じた有

効活用も不十分な状況にあります． 

一方，近年ではボールエンドミルを工具として用いる工作機械の多機

能化が進んでおり，5 軸制御加工機や複合加工機などが開発され普及

しています．また，CAD/CAM をはじめとするソフトウェアの発展も著しく，

様々な加工法を選択できるようになってきました． 

そこで，本研究では工具および工作物の形状定義が容易にできる三

次元 CAD を活用して図 1 に示すような切削モデルを作成し，5 軸制御

加工を想定したボールエンドミルの切削機構の解明を試みています．ま

た，得られた解析結果の妥当性を検証する切削実験を行い，主に切削

力および仕上げ面粗さを測定しています．さらに，解析ならびに実験結

果から良好な切削性能が期待できる切削条件を検討するとともに，ボ

ールエンドミルによる新しい加工法の考案にも取り組んでいます． 

なお，これらの研究手法は様々な形状をした各種エンドミルの切削性能評価にも応用できるものと考えています． 

担当科目 機械工作法Ⅲ，機械工作実験・実習，機械工学演習Ⅲ 

過去の実績 
・三次元 CAD を活用したボールエンドミルの切削性能の評価に基づく高速・高精度加工に 
関する研究（新潟工学振興会 奨学研究費，研究期間 2011-2013 年） 

近年の業績 

(研究・教育論文、特許含む) 

・学術研究論文：藤田剛，岩部洋育，三次元 CAD を活用したボールエンドミルによる傾斜面加
工における切削性能評価に関する研究（切削機構および切削特性に基づく高能率・高精度
加工法の提案），日本機械学会論文集（C 編），79 巻，800 号，pp.1102-1111，2013 

・学術研究論文：岩部洋育，二川真法，難波剛志，藤田剛，菊池恭平，三次元 CAD を活用
したラジアスエンドミルによる切削機構の解析と切削特性に関する研究、日本機械学会論文
集（C 編），79 巻，801 号，pp.1811-1820，2013 

・学術研究論文：藤田剛，岩部洋育，三次元 CAD を活用したボールエンドミルによる傾斜面
の直線加工における切削性能評価に関する研究（送り方向が切削機構に及ぼす影響），日
本機械学会論文集，Vol. 80，No. 810，p. DSM0034，2014 

図 1 三次元 CAD による切削モデル 
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研究タイトル： 

劣駆動機械システムの制御に関する研究 
氏名：  松本  至／MATUMOTO Itaru E-mail： i-matsum@yonago-k.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 計測自動制御学会，システム制御情報学会 

キーワード： 劣駆動系，振動制御，非線形制御，二足歩行ロボット 

技術相談 

提供可能技術： 

制御系の MATLAB による解析，設計 

動的システムのモデリング 

ロボットの開発 

研究内容： 準受動二足歩行ロボットの安定歩容生成に関する研究 

重力を利用して坂道をトコトコと歩いて下っていく玩具は古くから知られていました。McGeer はこれをロボットの歩行に

応用し，斜面を歩いて下る，アクチュエータをまったく持たない二足歩行ロボットを作成しました。彼の作った自由関節で

結合された脚だけで構成されるロボットは受動二足歩行ロボットあるいは Passive Walker と呼ばれ，歩行を制御するた

めのエネルギーをまったく必要としないうえに，その歩容がきわめて人間に近いという特徴を持っています。 

しかし，受動二足歩行ロボットはその性質上，水平面上は歩行できず，また，限られた初期条件を与えなければ安定

した歩行ができないという欠点があります。そのため，受動二足歩行ロボットの各関節などに制御力を与えることで，安

定した歩行や水平面上での歩行を実現する準受動二足歩行ロボットがいろいろ研究され，各種提案されてきました。 

しかし，これらは，大きな足を必要としたり，常に足の裏に重心が来るようにバランスをとらなくてはならないなどの欠点

がありました。 

本研究では，両脚が接地するときのロボットの姿勢が常に一定になるように，股関節にのみ小さな制御力を与えること

で，広範囲な初期状態にある準受動二足歩行ロボットの歩容を定常状態にある受動歩行ロボットの歩容に移行させる

安定化制御則を提案し，この安定化制御則によりロバストな安定歩行を実現できる準受動二足歩行ロボットの開発を行

っています。 

担当科目 
制御工学，応用情報処理，情報処理，図形情報ワークショップⅡ，システム制御特論， 

品質管理工学 

過去の実績 

・妖怪神社おみくじロボット 4 号機の開発（2012 年-2013 年） 

・配管掃除ロボットの開発（2013 年-2014 年） 

・妖怪神社おみくじロボット 5 号機の開発（2015 年-2016 年） 

近年の業績 

(研究・教育論文、特許含む) 

・学術研究論文：松本至，準受動二足歩行ロボットのモード分解による安定歩容生成，シ
ステム制御情報学会論文誌 Vol. 25, No. 3，pp. 54-63，2012 年 

・学術研究論文：松本至，吉田和信，RTAC 系の制振制御，システム情報制御学会論文
誌 Vol.18，No.2，pp.51～61，2005 年 

・学術研究論文：松本至，吉田和信，Acrobot の振り上げ安定化制御，システム情報制御
学会論文誌，Vol.17，No.1，pp.17～25，2004 年 
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軸受内径 3mm直交 2軸油膜厚さ測定 
実験装置写真 

超音波探傷映像化装置 SDS-WIN4400R 

研究タイトル： 超音波による多孔質焼結含油軸受の 
油膜厚さ測定 

氏名： 矢壁 正樹／YAKABE Masaki E-mail： yakabe@yonago-k.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 
日本機械学会，日本トライボロジー学会，日本非破壊検査協会， 
日本設計工学会 

キーワード： 油膜厚さ測定，多孔質焼結含油軸受，非破壊検査，超音波探傷法 

技術相談 

提供可能技術： 

・すべり軸受の油膜厚さ測定など膜厚測定技術 

・超音波探傷法 

研究内容： 

超音波を用いることにより油膜厚さを測定する技術について研究を行って

います．特に、多孔質焼結含油軸受内の数µm 以下のごく薄い油膜の厚さ測

定に焦点をあてています． 

多孔質焼結含油軸受は PC 周辺機器であるハードディスクや DVD・BD ドラ

イブ等に用いられ，近年では特に高性能化，高精度化，同時に安価であるこ

とが求められており，これに対応した軸受として実用化され，年々進化してい

ます．軸受性能を向上させる上で，油膜厚さの制御が鍵を握っており，その

厚さを測る方法として超音波を用いています． 

また，様々な材料の２面間の状態（潤滑状態や接着具合など）の測定に

超音波を応用する技術についても研究を行っています． 

さらに，その他に様々な材料内の欠陥を映像化する事ができる超音波探

傷映像化装置，フルディジタル超音波探傷器を用いた材料内部の非破壊検

査についての研究も同時に行っています． 

≪近年の受賞≫ 

（公社）日本設計工学会 

平成 29 年度論文賞の受賞 

論文題目：「超音波法による多孔質焼結含油軸受の油膜厚さ測定 

（温度補正法による測定精度の向上検討）」 

担当科目 材料力学Ⅰ＆Ⅲ，機械振動学，設計製図，情報リテラシー，弾塑性力学 

過去の実績 
・学術研究論文：矢壁正樹他，鉄道車両用車軸のフレッティング疲労き裂の表面ＳＨ波に
よる定量評価，非破壊検査第 40 巻 3 号 

近年の業績 

(研究・教育論文、特許含む) 

・学術研究論文：矢壁正樹他，超音波による多孔質すべり軸受の油膜厚さ測定(軸回転時
の動的油膜厚さ測定)日本設計工学会､設計工学、Vol.46、No.2、pp.111-117（2011） 

・学術研究論文：矢壁正樹他，超音波法による多孔質焼結含油軸受の油膜厚さ測定（温
度補正法による測定精度の向上検討）日本設計工学会､設計工学、Vol.52、No.12、
pp.737-752（2017） 

提供可能な設備・機器： 

名称・型番（メーカー） 

超音波探傷映像化装置：SDS-WIN4400R（㈱KJTD） フルディジタル超音波探傷器：HIS3-HF（日本クラウトクレーマー㈱） 

超音波探傷器：FD-700（三菱電機㈱） 超音波探触子：2.25MHz～20MHz，垂直法，斜角法，水浸法各種 

ウルトラソニックプロセッサ：日本マテック 動ひずみ計，渦電流変位計，レーザー変位計，オシロスコープ 

パーソナルモデリングマシン：MDX-40（ローランド） 高専ロボコンのデモンストレーション 
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提供可能な設備・機器： 

名称・型番（メーカー） 

５軸同時制御マシニングセンタ（マザック， VARIAXIS j-500/5X） 視線追尾システム (ディテクト View Tracker) 

」 

２．作業者・技能者の視線および動作解析による技能移転に関する研究 

  熟練技能者の持つ経験的知識を抽出して技術者教育に活用することを目指します． 

高度に熟練した技能者の持つ経験的知識は明文化・数

値化することが困難です．たとえば，機械部品の図面を見

て，その工程などを検討する際に，高度熟練技能者と初

心者とでは視点・観点はどのように異なっているでしょうか．

本研究では，視線解析，動作解析などを行って，高度熟

練技能者と初心者の違いを抽出することを試みます．これ

までの研究成果から，熟練技能者が機械図面を検討する

際には，図面の特徴的な部分を短時間で見極めて，その

部分を集中的に検討しながら部品に要求される精度や作

業効率などを総合的に考えて工程を設計すること．一方，

初心者は図面全体を平均的に見て，主に自分の技量を中

心に考えることなどが明らかとなりました． 

本研究では，これら高度熟練者と初心者の違いを体系化して，初心者に高度熟練者が持つ観点への「気づき」を与

えるような教育プログラムへの展開を目指しています． 

担当科目 

・ものづくりワークショップ，機械工学実験実習Ⅰ～Ⅴ，機械工作法Ⅰ～Ⅲ，工業力学， 

卒業研究 

・生産・精密加工学，生産システム工学特別実験，生産システム工学特別研究 

過去の実績 

・技能者の経験的知識の形式化による「気づき」を促す機械設計技術者教育 

科学研究費助成事業(基盤研究(C), 基盤研究(C)), 2010-2012  代表者 

・水溶性加工液のライフサイクルを延ばす維持管理システム開発に関する基礎研究 

鳥取県環境学術研究振興事業 2009-2011 代表者 

・環境対応車用中空シャフトの熱間中空鍛造と回転加工による複合成形技術の開発 

中国経済産業局 戦略的基盤技術高度化支援事業 2012-2014 共同研究者 

・工作機械技術振興財団 工作機械技術振興賞 奨励賞 (2012, 2009) 

近年の業績 

(研究・教育論文、特許含む) 

・山口顕司，藤田剛，近藤康雄，坂本智，塚野昴，山口貢;Recyclability and Performance 

Stability of Corrosion Inhibition Improved Amine-free Water-soluble Cutting Coolant, 

Advanced Materials Research, Vol. 1136, pp 104-109 (2016) 

・山口顕司，山口貢，近藤康雄，坂本智; Analysis of Turning Process Relative to 

Machining Technician ’ s Skills, Advanced Materials Research, Vols.655-657, pp. 

2152-2155 (2013)  

・山口顕司，河添久美，横田晴俊，近藤康雄，坂本智;課題達成型科目の長期的教育効

果，工学教育，vol.59, No.1, pp.69-74 (2011) 
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研究内容 2： スイッチトダイナミカルシステムにみられる超安定現象の解析と応用に関する研究 

離散時間をもつスイッチトダイナミカルシステムは差分方程式で記述されます。図 3 は簡素な 1 次元の差分方

程式を図示化したものです。横軸が現在の状態、縦軸が次の時刻の状態です。太線が写像を表し、細線は状態

の軌道を表します。図 3 のように定数項（平らな線分）を持つようなシステムでは、超安定な周期軌道（SSPO）を呈

することができます。このような軌道は初期値に対して超安定であり、定常状態に落ち着くのが早いという特性を持

つ一方、パラメータの変化に対して敏感になることがあるという興味深い特性を持っています。 

例えば、パラメータを変化させると SSPO の周期が変化します。図 3 左では 3 周期軌道、図 3 右では 7 周期軌

道になっています。このように同じ SSPO でも異なる周期をもつように変化します。このような現象とその変化に対す

る（分岐現象と呼びます）の理論解析および現象考察を行っています。 

また図 4 のような SSPO を用いた A/D コンバータ（ADC）への応用を研究しています。これは ADC の入出力特性

を示した図です。横軸がアナログ入力、縦軸が出力の復号値です。アナログ入力がシステムのパラメータ、あるデ

ジタル入力がある超安定周期軌道に対応させると図のような特性になります。このような研究はダイナミカルシステ

ムとアナログ信号処理システムをつなぐ架け橋の基礎になると考えています。 

図３ １次元差分方程式と超安定周期軌道 図４ 入出力特性 

担当科目 電子回路Ⅱ，電子回路設計，電気回路Ⅱ，電気情報応用実験Ⅰ，卒業研究 

過去の実績 
・学術論文：Yusuke Matsuoka, Tomonari Hasegawa and Toshimichi Saito, “Chaotic Spike-train 
with Line-like Spectrum”, IEICE Trans. Fund., E92-A, No. 4, pp. 1142-1147, 2009. など 

近年の業績 

(研究・教育論文、特許含む) 

・学術論文：Yusuke Matsuoka, ‘‘Periodic-like Trajectories in Master-Slave Coupled Piecewise
Constant Spiking Oscillators”,IEICE Trans., Fund., E99-A, No. 11, pp. 2049-2059, 2016.

・学術論文：Yusuke Matsuoka and Sho Shibata,"Basic behavior of a pulse-coupled ring system 
with three spiking neurons",Nonlinear Theory and Its Applications, IEICE, vol. 6, no. 1,pp. 85-98, 
2015. 

・学術論文：Yusuke Matsuoka, “Robustness and an application of a one-dimensional window-map 
based on rotation dynamics”, Nonlinear Theory and Its Applications, IEICE, vol. 3, no. 4,pp.533-5 
45, 2012. 

・国際会議論文：Yusuke Matsuoka, “A Spiking Neuron Model with Two Slopes and Triangular 
Wave Base Signal,” proc. of 2016 International Symposium on Nonlinear Theory and its
Applications, (NOLTA’16) pp.145-148.

提供可能な設備・機器： 

名称・型番（メーカー） 

オシロスコープ（岩通計測 WaveJet314） （2 台） 多出力直流安定化電源（TEXIO PW18-1.8AQ） （2 台） 

マルチファンクションジェネレータ（岩通計測 WF1973） ディジタル・マルチメータ（アドバンテスト R6452A） 
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研究内容： 

生産現場における異常の発生は、設備の緊急停止や重大な事故の発生につながるため、異常検知は重要な問題と

なります。現在，生産設備においては機器の稼働時間や回数によって交換やメンテナンスを行う時間基準保全が多く

用いられています。しかし、時間基準保全では異常を見逃す可能性があり、生産損失や保守費用の高コスト化につなが

ります。そのため、センサ情報により状態診断を行い、異常の兆候を検知することで生産設備の高度化を図る必要があ

ります。 

本研究ではセンシングと機械学習により、効率よく異常検知を行うシステムの構築を目指しています。通常の機械学

習においては正常と異常なデータの分類問題を扱うことで異常検知を行います。しかし，実際の生産ラインでは異常デ

ータの数が少ないことが想定されます。そこで本研究では，正常データのみから異常検知を行うシステム構築を目指し

ています。 

高感度に設備の状態を包括的に取得できる AE(Acoustic Emission)センシングと深層学習で用いられているオートエ

ンコーダにより軸受の状態を観測した例を図 1 に示します。図の縦軸は異常度，横軸は時系列順に並べており、正常デ

ータと 3 種類の異常データを示しています。図から正常時に比べ異常時は明らかに異常度が高いことがわかり、異常検

知を行えます。 

また、正常時では徐々に異常度が進展しています。こ

れは正常時でも異常に向けて機器の状態が変化してい

ることを示しており、異常の兆候を捉えていることが示唆

されます。ここでは異常度という一次元情報のみを扱い

ましたが、今後はより詳細に設備の状態を可視化する手

法や、オンラインで稼働するシステムの開発などを検討

しています。 

担当科目 ディジタル回路Ⅱ、マイコン制御、工学実験実習Ⅱ、工学実験実習Ⅳ、計算機概論 

近年の業績 

(研究・教育論文、特許含む) 

・内田雅人, 石田秀一, 田原竜夫, 宮本 弘之. 薄型 AE センサとオートエンコーダ再構成

誤差を用いた回転式真空ポンプの異常検知, 計測自動制御 学会論文集. Vol. 54, No. 

7, pp. 599-605, 2018. 

・ Masato Uchida, Shuichi Ishida, Tatsuo Tabaru and Hiroyuki Miyamoto. Anomaly 

Detection of Vacuum Pump Using Thin AE Sensor and Sparse Autoencoder. 

International Conference on Mechanical, Electrical and Medical Intelligent System 2019 

(ICMEMIS 2019), GS-A003. 

図 1 AE センシングとオートエンコーダにより異常度を算出した結果 
（黒：正常データ，赤：異常(1)，緑：異常 (2)，青：異常 (3)） 

研究タイトル： 

生産設備の異常検知に関する研究 
氏名：  内田雅人／UCHIDA Masato E-mail： uchida@yonago-k.ac.jp 

職名： 助教 学位： 博士(工学) 

所属学会・協会： 計測自動制御学会、エレクトロニクス実装学会 

キーワード： 異常検知、AE センシング、情報処理、機械学習 

技術相談 

提供可能技術： 

・設備の異常検知（システム開発等） 

・各種センシングと情報処理技術 

・機械学習を用いたシステム開発 

42
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研究内容： 

★テーマ 1. 近赤外可視紫外分光法を用いた微小物質の定性・定量分析 
金属、半導体薄膜、食品、生体などの物質に光を当てて透過・反射スペクトルを測定し、定性・定量分析をしています。非接
触で測定できるため、低温・高温・除湿・多湿など多様な環境下における物質の状態を調べることができます。 

★テーマ 2. 低温下での不活性ガスファインバブル発生の検討 
ファインバブルはμm オーダーの目に見えない微小な気泡であり、ファインバブル含有水は生物の生理活性を向上させ 
て野菜や動物の生育を促進したり、普通の水よりも洗浄効果を向上させたりことができることが知られています。ただし、 
その発生が直接目視できないため、ファインバブルの利活用の大きな阻害要因となっています。そこで、本研究ではマイ 
クロバブルの発生を簡単に確認できるような手法を検討しています。 

★テーマ 3. ライフプランニング・ファイナンシャルプランニング手法を活用したキャリア教育支援ツールの開発 
 豊かな人生を歩むためには、具体的な目標を設定して１つずつ積み増していくことが重要です。具体的な目標を有して 
いる学生は強く前進できる一方、貴重であるはずの学校生活の日々を浪費しているように見える学生は少なくないように 
思います。 
 そこで本研究では、具体的な目標設定ができるようになるためのライフプランニング・ファイナンシャルプランニング手法 
を活用して、学生が具体的に今後のキャリア発展を考えられるような教材試作および学生指導の実践を進めています。 
学生さんたちがそれぞれもつモチベーションを積み上げて人生の質を向上していける教材を開発すべく検討を進めてい 
ます。 

担当科目 
 ・固体物性論（専攻科生産システム工学専攻 1 年次） 

・電子デバイス（電子制御工学科 5 年），センサ工学（同 4 年），電磁気学 I（同 2 年）など 

過去の実績 ・高密度 InAs 量子ドットの自己形成に関する研究（過去の研究テーマ） 

近年の業績 

(研究・教育論文、特許含む) 

KAKUDA Naoki and ASAKURA Kunihiko: “Guidance utilizing self-analysis for 
completing application forms for students applying to overseas training programs”, 
14th International Symposium on Advances in Technology Education (ISATE), Turku, 
Finland (Sep. 17-20, 2021). 
角田直輝，梅田和樹，三島睦夫，藤井貴敏，河野清尊:"低温環境におけるマイ

クロバブル発生装置稼働中の表面張力変化および位置依存性"，氷温科学 22, 
(2021) pp.7-11.

研究タイトル： 

センシング応用展開＆キャリア教育支援ツール 
氏名：  角田 直輝／KAKUDA Naoki E-mail： kakuda@yonago-k.ac.jp 

職名： 講師 学位： 博士(工学) 

所属学会・協会： 応用物理学会，氷温学会 

キーワード： ナノエレクトロニクス，センシングデバイス，キャリア教育，情報システム教材 

技術相談 

提供可能技術： 

各種センシング： 
・低温下でのマイクロバブル検出＆利活用 
・液体・薄膜の定性・定量分析（近赤外可視紫外線分光装置） 
薄膜の作製と評価 
・酸化膜成膜（大気開放型 CVD 装置），薄膜内部の結晶性評価（X 線回折），薄膜表面の評価
（原子間力顕微鏡），フォトルミネッセンス(PL)、微小物体の観察（電子顕微鏡、薄膜ならば
100,000 倍程度まで可能） 

提供可能な設備・機器： 

名称・型番（メーカー） 

大気開放型化学気相成長装置（旭化成） 表面 X 線回折装置 Ultima IV（リガク） 

極低温電子デバイス電気測定システム（岩谷瓦斯、ケースレーなど） 極低温フォトルミネッセンス（岩谷瓦斯，分光計器，nf 回路ブロック） 

分光光度計 V-770Y（日本分光） 
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研究内容： 

本研究では、太陽活動および地球周囲の観測データを知能情報処理し、静止軌道における宇宙環境を予測する手

法の確立と評価に取り組んでいます。研究中の予測手法では、宇宙空間に配置された複数の人工衛星とそれらが搭載

するセンサから動的関係ネットワークに基づいた予測のためのセンサネットワークを構築・評価しています。最終的には人

工衛星運用に有益な情報が提供可能な情報システムの構築を目標にしています。 

■ 研究テーマ 4：「誤りを含む人工衛星テレメトリデータの多地点受信データ群を活用した元データ推定手法」

世界中の大学や高等専門学校、ベンチャー企業等で新

技術実証や科学観測を行うために、超小型衛星の開発と

打ち上げが活発に行われています。超小型衛星から送信

され、地上局で受信する人工衛星テレメトリデータは伝送中

に様々な要因により誤りが発生する可能性があります。その

ため、送信データには誤りが発生したかどうかを調べるため

に誤り検出符号が付加されます。通常は、受信データに誤

りが発生したことを検出した場合、受信データは破棄されま

す。本研究では、本来破棄される受信データの有効活用を

目的として、誤りを含む受信データから元の正しいデータを

推定する手法を考案し、その手法の実用可能性について

評価実験を進めています。初期段階の研究では、考案手

法は受信データに関する統計情報と誤り検出符号から元の

データを推定できることを示しました（図 4）。 

しかし、コリジョンと呼ばれるデータの内容そのものは異なるが誤り検出符号を調べると同一データとして評価されてし

まう課題があり、この問題を緩和する方法を検討しています。 

担当科目 
工学基礎実験Ⅰ，情報科学Ⅰ，ディジタル回路Ⅰ，人工知能，通信ネットワーク特論、計算機シス 

テム工学，工学実験実習Ⅰ，工学実験実習Ⅴ 

過去の実績 

●継続的な超小型衛星開発・運用を通した次世代の高専型宇宙人材育成 （文部科学省・宇宙

航空人材育成プログラム、分担者、研究期間 2020 年 9 月〜2023 年 3 月） 

●誤りを含む人工衛星テレメトリデータの多地点受信データ群を活用した元データ推定手法

（科学研究費助成事業・基盤研究(C)、代表者、研究機関 2020 年 4 月-2023 年 3 月） 
●アマチュア無線帯衛星通信向けのネットワーク型仮想地上局と統合型プラットフォームの構築、

および実証試験に関する研究開発（総務省・戦略的情報通信研究開発推進事業（SCOPE）・ICT

基礎・育成型研究開発、代表者、研究期間 2019 年 6 月-2020 年 2 月）

近年の業績 

(研究・教育論文、特許含む) 

【学術研究論文】 

●寺西 勇裕、徳光 政弘、高田 拓、浅井 文男、若林 誠、“超小型人工衛星テレメトリの元データ推定手

法の開発：総当たり 探索と推定値はずれ判断による評価実験”、米子工業高等専門学校 研究報告

No.55、pp. 45-52（2020 年3 月） （研究テーマ 4 に対応）

●M. Tokumitsu and Y. Ishida, “Introduction to the Special Issue on State-of-The-Art Sensor Technology

in Japan 2015,” Sensors, vol. 16, no. 9, p. 1350, 2016. （研究テーマ 2、3 に対応）

●M. Tokumitsu, K. Hasegawa, and Y. Ishida, “Resilient Sensor Networks with Spatiotemporal Interpolation

of Missing Sensors: An Example of Space Weather Forecasting by Multiple Satellites,” Sensors, vol. 16,

no. 4, p. 548, 2016. （研究テーマ 3 に対応）

●M. Tokumitsu and Y. Ishida, “A Space Weather Forecasting System with Multiple Satellites Based on a

Self-Recognizing Network”, Sensors, Vol. 14, No.5, pp. 7974-7991, 2014. （研究テーマ 3 に対応）

●M.Tokumitsu and Y.Ishida, “Adaptive Strategies:A Novel Game-Theoretic Analysis for Autonomous

Distributed Systems in Dynamic Environments”, International Journal of Innovative Computing, Information

and Control, Vol. 10, No.1, pp. 373-387, 2014.（研究テーマ１に対応）

●M.Tokumitsu, M.Murakami and Y.Ishida, “An Adaptive Sensor Network for Home Intrusion Detection by

Human Activity Profiling”, Artificial Life and Robotics, Vol. 15, pp. 36-39, 2010. （研究テーマ 2 に対応）

図 4 誤りデータに対する元データ推定手法の概念図
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研究タイトル： 

屋外作業用自律型移動ロボットの開発 
氏名：  中山 繁生／NAKAYAMA Shigeki E-mail： nakayama@yonago-k.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士（情報工学） 

所属学会・協会： 日本ロボット学会，日本機械学会，計測自動制御学会 

キーワード： 移動ロボット，自己位置検出，触覚センサ 

技術相談 

提供可能技術： 

・移動ロボット全般（ロボットの機構設計，制御システム構築など） 

・ロボットハンド用触覚センサの開発（把持力制御） 

・ロボットを用いた教材開発（ロボット実験システム，モータの実験システムの開発） 

写真 2 全方位カメラを搭載した 
移動ロボット 

研究内容： 移動ロボットの制御 

移動ロボットは起伏のある路面を走行する

際に本体が傾きます．ロボットの外界認識は

一般的にカメラやセンサを用いておこなわれ

ますが，これはロボットが水平状態であること

を前提としています． 

写真 1 に示す屋外作業ロボットは，路面の

傾斜角度に応じて，ロボット本体を水平維持

する機構を搭載しています．  

写真 2 に示す屋外用ロボットは全方位カメ

ラと搭載しています．環境に配置されたランド

マークをカメラで認識することにより，ＧＰＳや

デッドレコニングで検出した自己位置を修正

し，正確な経路での走行を実現します． 

担当科目 ロボット制御工学，自動制御，機械設計法，機械運動学，ロボット工学（専攻科） 

過去の実績 
・県産魚出荷技術改良に関する研究(研究機関との共同研究，2018 年) 
・歩行者追随ロボットの開発（研究機関・民間企業との共同研究，2016 年～2017 年） 
・魚体鎮静化システムの構築（研究機関・民間企業との共同研究，2015 年～2017 年） 

近年の業績 

(研究・教育論文、特許含む) 

・Shigeki Nakayama et al."A method of self-localization for autonomous mobile robot on 
rough/flat field : Decision of state of field based on threshold value for incline 
sensor" ,Proceedings of the 23rd International Symposium on Artificial Life and 
Robotics(AROB 23rd 2018), pp.883-886, 2018 

・Shigeki Nakayama et al."Influence on self-localization of mobile robot caused by inclined 
omni-directional camera and proposal of improvement method" ,Proceedings of the 22nd 
International Symposium on Artificial Life and Robotics(AROB 22nd 2017), pp.886-889, 2017 

・ Shigeki Nakayama et al. "Self-localization by Omni-directional Camera and Luminous 
Landmarks for Autonomous Mobile Robot",Proceedings of International Technical Conference 
of IEEE Region10(IEEE TENCON 2016), pp.3490-3493, 2016 

・ Shigeki Nakayama et al.  “ Selection Method of Multicolor luminous Landmarks and            
Route Modification of the Mobile Robot” , Proceedings of the 6th International Conference on 
Advanced Mechatronics (ICAM2015), No.15-210, 2015 

写真１ 水平維持機構を搭載した 
移動ロボット 

提供可能な設備・機器： 

名称・型番（メーカー） 

サーモトレーサ NEC 三栄 TH7102WV 
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研究内容： 人間型ロボットによる自己身体モデルの自律的な獲得と適応行動に関する研究 

図２は提案手法により実験

を行った結果を示している．こ

の実験では人間型ロボットの

左腕部を制御対象として，あ

るタスクを与え継続して学習

することにより自己の可動領

域を獲得することができた．初

期姿勢を図中，左上のロボッ

トに示したような姿勢とすると

ともに，目標姿勢を右下に示

したような姿勢とし，初期姿勢

から目標姿勢へと繰り返し動

作させた．初期状態では，障

害物が無い状態で腕を初期

位置から目標位置まで動作さ

せ，その後，その経路上に図

中右上のように障害物を挿入

した。人間型ロボットの腕部が 

障害物と接触し，アクチュエータへの過負荷を検出することで，そのときの姿勢を決定する関節角度を記録するととも

に，初期位置に戻ることとした．この図は，このタスク実行時における，可動領域を決定する確率モデルの変化を示して

いる．この実験では左腕部５自由度の内，２自由度のみ（ピッチ方向）を動作させ，他の自由度は初期位置を維持する

ようにした．その２自由度を横軸にとり，縦軸にその姿勢における過負荷が発生すると予測される確率を示している．こ

のように試行回数を増やす毎に自身が動作可能な領域を獲得していっていることが見て取れる．図中，右下の図は最

終的に障害物を回避し，目標姿勢へ到達したときの確率分布を示している．これにより自身が作業可能な空間を自身

の能動的な動作により獲得できることを示した． 

現在の課題としては，獲得した可動領域を決定する確率モデルを経路計画に積極的に利用できていないことであ

る．本手法で用いている経路計画はランダム探索による手法なのだが，この確率モデルを利用することで，関節角度空

間上にて過負荷が発生しにくい経路の生成が可能であると期待される． 

担当科目 設計製図，材料力学Ⅰ・Ⅱ，人工知能，実験実習Ⅰ・Ⅴ 

過去の実績 
・人間型ロボットによる自己身体モデルの自律的な獲得と適応行動に関する研究 
（日本学術振興会特別研究員、研究機関 2010-2013） 

近年の業績 

(研究・教育論文、特許含む) 

・学術雑誌論文：原田篤，鈴木健嗣：「多自由度マニピュレータによる関節負荷に基づく作業
空間の学習」，電気学会論文誌 C，Vol.137, No.12, pp.1659-1668 (2017) 

・国際学会論文：Atsushi HARADA and Kenji Suzuki, Action oriented Bayesian learning of 
the operating space for a humanoid robot, IEEE ROBIO 2009, pp.633-638, 2009. 

・国際学会論文：Atsushi HARADA and Kenji Suzuki, Action oriented self-modeling and 
motion planning for a humanoid robot, IEEE HUMANOIDS 2008, pp.367-372, 2008. 

・国際学会論文：Atsushi HARADA and Kenji Suzuki, Active acquisition of operating rages 
and path planning for a humanoid robot, IEEE ROBIO 2007, pp.739-744, 2007. 

提供可能な設備・機器： 

名称・型番（メーカー） 

プロセス制御実験実習装置・PRCET11-F/P・L（㈱エスワン） 小型人間型ロボット・Nao （Aldebaran Robotics） 

図２．可動領域の獲得 
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研究内容： 状態推定理論の産業応用 

応用例 2：非接触での温度計測と制御 

 クリーンな環境が求められる半導体デバイスは，温度を測定するためであっても温度計を接触させることが困難です．

しかし，高精度な非接触温度計はありません．そこで，状態推定器を用いて高精度に半導体デバイスの温度を推定す

るシステムを開発しました．この推定温度を用いて温度制御をおこなうことで高精度な温度制御システムを実現できま

した． 

□ 組み込みソフトウエア開発手法の研究

 メカトロニクス，ロボット，IoT をはじめとして組み込みソフトウエアなくして成り立たないシステムが増えてきました．しか

も，複数のコンピュータから構成される複雑な組み込みシステムが増えています．しかし，組み込みソフトウエアの開発

にはハードウエアとの連携，生産プロセスとの連携など様々な課題があり，その開発効率を向上させることは容易ではあ

りません．このような組み込みソフトウエアの開発者を支援するための支援システムや開発手法に関する研究をおこな

っています． 

担当科目 電磁気学Ⅱ，電子計測，電子回路Ⅱ，工学実験演習，社会技術特論（専攻科） 

過去の実績 
[1] 産学官連携のための技術シーズ調査・技術移転（茨城県委託事業） 
[2] 企業への技術開発指導・教育（技術コンサルタント） 
[3] 半導体製造装置，検査装置の精密制御システム開発 

近年の業績 

(研究・教育論文、特許含む) 

[1] K Morita, S Wakui, “A Design Method of Precise Positioning Stage in Vacuum

Environment by Disturbance Observer with Position Dependent Parameter.” Journal of 

the Institute of Industrial Applications Engineers, 2019, pp. 132-140. 

[2] K. Morita, H. Tsubouchi, S. M. Kadutha and S. P. Ibrahim, "Improvement of Software 

Productivity by The Integrated Software Test Management System," 2019 23rd 

International Computer Science and Engineering Conference (ICSEC), Phuket, Thailand, 

2019, pp. 236-240. 

[3] 森田一弘, 涌井伸二, 電子線装置の振動抑制に関する最適化の検討, 精密工学会

誌, 2016, 82 巻, 6 号, pp. 583-588 

非接触の温度推定システム 

温度推定と温度制御の統合システム 

温度制御精度 0.002 ℃ 
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研究タイトル： 

ハイブリッド光増感剤を利用した光線力学療法の開発

氏名： 粳間 由幸／URUMA Yoshiyuki E-mail： uruma@yonago-k.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 博士（理学） 

所属学会・協会： 日本化学会，日本薬学会，有機合成化学協会，日本高専学会 

キーワード： ガン，化学合成，光細胞毒性試験 

技術相談 

提供可能技術： 

・生物活性物質の合成 
特に光増感剤関連の合成や天然有機化合物の配糖体化 

・有機機器分析と各種分析 
有機化合物の構造決定，抗酸化活性，抗菌活性試験による各種試料の分析・評価 

研究内容： 細胞間のネットワークを司る情報伝達物質の合成 

癌治療法の一種である光線力学療法は光と光増感剤を用いた治療法です．この療法で臨床的に使用されている 8- methoxypsoralen(8-

MOP)の低い水溶性と癌細胞選択性を向上を行い，我々はグルコースを導入することで従来よりも 12 倍水溶性の向上を達成しています．さ

らに Warburg 効果に基づいた分子設計を活かし，癌細胞/正常細胞の細胞選択性の向上も果たすことができた．グルコース包含型 8-MOP 

誘導体は，DLD-1 細胞株において 8-MOP と同様の細胞毒性を示すことを明らかとした． 細胞毒性の評価は，光増感剤を含む培地中

で，通常酸素・低酸素条件下，光増感剤が活性化する 365 nm の光を照射し，一定期間培養した後，アラマーブルーもしくはクリスタルバイ

オレット によって細胞生存率を評価した．14 細胞株(マウス線維肉腫細胞由来の QRsP-11 細胞，ヒト膵管癌由 来の PANC-1 細胞株，

ヒト結腸癌由来の Colo320 細胞株，ヒト結腸直腸腺癌由来の WiDr 細胞株，ヒト直腸腺癌 由来の DLD-1 細胞株，ヒト線維肉腫細胞由

来の HT1080 細胞株，ヒト肉腫由来の Saos2 細胞株，ヒトスキルス胃 癌由来の OCUM-2M 細胞株，ヒト子宮頸部類上皮癌由来の 

HeLa229 細胞株，ヒト胎児腎細胞由来の HEK293 細胞株，ラット小腸上皮由来の IEC-6 細胞株，マウス胎児線維芽細胞由来の 

BALB/3T3 細胞株，マウス線維芽 細胞の NIH/3T3-3-4 細胞株，マウス黒色腫由来の B16/BL6 細胞株)によって行った． DLD-1 細

胞株では 97μM の 8-MOP を含む倍地とグルコース包含型 8-MOP 誘導体を含む培地中で 低酸素条件下で培養した群で，細胞生存

率の減少が確認された(P0.05)．よって，DLD-1 細胞株においては，グルコー ス包含型 8-MOP 誘導体は，8-MOP と同等の毒性を示す

ことが明らかとなった． 

担当科目 有機化学Ⅱ，有機化学基礎実験，情報科学Ⅱ，物質工学実験Ⅱ，生物機能材料 

過去の実績 

・焼却灰の有効利用に向けた研究（鳥取県環境学術研究等振興事業）2010～2012 

・女子中高生理系進路選択支援プロジェクト（(独)科学技術振興機構受託事業，2012 年） 

・次世代先端医療のための糖鎖連結ハイブリッド金属錯体の構築と実用展開 科学研究費助成事

業 基盤研究Ｂ 2007－2010 年 分担 

・光増感剤内包型アップコンバージョン粒子を活用した細胞深部がん治療の展開 科学研究費助

成事業 基盤研究 C 2019－2021 年 研究代表 

近年の業績 

(研究・教育論文、特許含

む) 

・Uruma,Y.et, al., Hideo Iio J. Synth. Org. Chem. Jpn.,2013,3, 207-216.
・ＰＥＬ有機化学 実教出版 2015 年 発刊

・ＰＥＬ化学   実教出版 2015 年 発刊

・Yoshiyuki Uruma, Priscilla MeiYen,KahoSawada,Matsumi Doe,J Pharm Chem Biol Sci2016,4,39-47.
・Uruma, Y.; Nonomura, T.; Yoong, P-M-Y.; Edatani, M.; Onuma, K.; Okada, F. Bioorg. Med. Chem.,

2017 25, 2372-2377. 
・Uruma, Y.; Sivasamy, L.; Yoong, P-M-Y.; Onuma, K.; Omura, Y.; Doe, M.; Osaki, M.; Okada, F.

Bioorg. Med. Chem., 2019 27, 3279-3284. [Front cover]
・Parthiban, V.; Yoong, PMY.; Uruma, Y.; Lai, P. Bull., Chem., Soc., Jpn., 2020, 93, 978-984. [Inside 

cover]

提供可能な設備・機器： 

名称・型番（メーカー） 

単結晶Ｘ線結晶回折 D8 Quest （Bruker 社製品） 核磁気共鳴スペクトル （Bruker 社製品） 
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研究内容： 金属有機構造体(MOF)を正極活物質とした蓄電池の特性評価および反応機構解明 

 私たちの身の回りには、携帯電子端末や電気自動車など、様々な場面でリチウムイオン電池が使用されています。最近

では、リチウムイオン電池よりも高性能な蓄電池の需要が高まるとともに、新しい電池材料の開発が進められています。特

に、蓄電池の性能は正極活物質の特性に大きく左右されることから、正極活物質の設計指針は今後の蓄電池開発に貢献

できる知見といえます。このような需要に応えるため、本研究室では錯体の優れた設計自由度を活かした正極活物質の開

発およびその特性評価と反応機構解明を行っています。 

<研究テーマ例:金属有機構造体に含まれるジルスフィド配位子の二次電池反応機構解明> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当科目 

過去の実績 
<科研費採択・代表> 
若手研究: 2021-2022 年度 

近年の業績 

(研究・教育論文、特許含む) 

・T. Shimizu*, H. Wang*, D. Matsumura, K. Mitsuhara, T. Ohta, and H. Yoshikawa*, 

ChemSusChem, 2020, 13(9), 2256-2263 

・K. Nakashima, T. Shimizu, Y. Kamakura, A. Hinokimoto, Y. Kitagawa, H. Yoshikawa* and 

D. Tanaka*, Chem. Sci, 2020, 11, 37-43 

・T. Shimizu, H. Wang, N. Tanifuji, D. Matsumura, M. Yoshimura, K. Nakanishi, T. Ohta, H. 

Yoshikawa*, Chem. Lett., 2018, 47(5), 678-681 

研究タイトル： 

錯体を活物質とした次世代蓄電池の開発 
氏名： 清水 剛志／ SHIMIZU Takeshi E-mail： t-shimizu@yonago-k.ac.jp 

職名： 特命助教 学位： 博士(理学) 

所属学会・協会： 日本化学会, 錯体化学会, 分子科学会, 電気化学会 

キーワード： 二次電池, 金属有機構造体(MOF) 

技術相談 

提供可能技術： 

・リチウム金属電池、ナトリウム金属電池の作製技術 

・リチウム金属電池、ナトリウム金属電池の電池特性評価技術 

・錯体を正極活物質とした、充放電反応機構解明 

提供可能な設備・機器： 

名称・型番（メーカー） 

セミミクロ分析天秤 AUX220 (島津製作所) ホットマグネットスターラー C-MAG HS7 (IKA) 

従来のリチウムイオン電池の約 10 倍長く利用できるリチウ

ム硫黄電池の開発において、正極活物質に含まれるジスル

フィド(S-S)結合の不溶性の向上と可逆な開裂(還元)/再結

合(酸化)をいかに実現することが課題です。私は、溶解しにく

い多孔性結晶である、金属有機構造体(MOF)にジスルフィド

部位を組み込むことで、S-S 結合の可逆な酸化還元反応に

よる高容量と安定な繰り返し充放電を実現しました。また、結

晶構造の次元によって S-S 結合の電池特性を制御できると

いう知見も得られており、結晶構造の知識を活用することで次

世代蓄電池の開発に貢献できるということを実証しました。 
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研究タイトル： 

出芽酵母の偽菌糸における形態変化機構 
氏名：  村田 和加惠／MURATA Wakae E-mail： murata@yonago-k.ac.jp 

職名： 講師 学位： 博士（理学） 

所属学会・協会： 農芸化学会，生物工学会 

キーワード： 出芽酵母，細胞骨格 

技術相談 

提供可能技術： 
微生物の培養 

研究内容： 

出芽酵母は、様々なストレス下で、形態を変化させ

ることが知られています。本研究ではイソアミルアルコ

ール(IAA) 処理をした細胞における偽菌糸を形成した

出芽酵母に着目し、偽菌糸形成機構を細胞骨格から

解明しようと試みています。細胞骨格の動態を細胞骨

格に関わるタンパク質の局在などを、顕微鏡を用いて

観察しています。 

形態の変化が何を起因に起っていくのか、その解明

を目的としています。 

   図１．蛍光顕微鏡観察下における偽菌糸 

担当科目 
物質工学基礎演習，生化学Ⅰ，微生物学基礎実験，酵素化学，タンパク質工学， 

特別研究 

過去の実績 

近年の業績 

(研究・教育論文、特許含む) 

・W. murata, T. Tanaka, I. kubo, K. Fujita. Protective effects of α-tocopherol and 
ascorbic acid against cardol-induced cell death and reactive oxygen species 
generation in Staphylococcus aureus.,plant Med. 79(9):768-74, 2013  

提供可能な設備・機器： 

名称・型番（メーカー） 

紫外可視分光光度計 UV-1200（島津製作所） 
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研究内容 わが国戦後の地方都市における市街地の形成過程に関する研究 

わが国戦後において、地方都市の都市空間がどのような過程で形成されていったかについて、歴史的な研究を行っ

ています。特に、これまでに、戦後復興期に発生した闇市に関して、岐阜市の岐阜駅前を対象に研究を行ってきまし

た。 

闇市研究はこれまで、東京・神戸などの大都市圏を中心に研究が進められてきました。闇市は、物価統制に外れた

物品売買が行われていた、土地を不法占拠していた等、色々な要素により定義づけられますが、いずれにせよ、なにか

しらの非合法な要素を含んだ市場空間というものでした。こうした市場空間は、敗戦で混乱に陥った日本においては、大

都市圏に限らず地方都市においても存在したはずであり、その実態を明らかにすることが求められています。 

これまでに行ってきた戦後復興期の岐阜の研究で明らかとなったのは、空襲を受け焦土となった岐阜駅前において

は、北満州からの引揚者集団が組織化し、市場と住宅地区の建設・運営を行っていたということです。そこでは北満州

からの引揚者集団の自律的な活動が見られ、それは非合法な要素を含んだものではあったものの、岐阜市などによる

公的な都市建設と互いに影響し合いながら、都市空間を形成していく過程が認められました。そしてそれは現在も岐阜

駅前に展開する繊維問屋街（既製服の卸問屋街）の成立の起源と 

なり、その後の岐阜の都市空間の形成に大きく影響し 

ていきました。 

戦後復興期の都市におけるさまざまな動きは、現在 

われわれが目の前にしている都市空間の形成に直接的 

に影響している場合が多く、その史的検証を行うこと 

は、そのまま今後の都市空間の在り方を考えることに 

繋がると考えています。すなわち、歴史を過去の一事 

象として捉えるのではなく、現在・未来への連続性の 

中でどのように位置づけるのかということが大切なの 

であり、そうした目線をもって戦後都市史の研究に取 

り組んでいきたいと考えています。 

担当科目  建築史Ⅰ,建築史Ⅱ,地域居住空間計画,保存再生論,設計製図Ⅳ, 工学基礎実験Ⅰ 

過去の実績 

近年の業績 

(研究・教育論文、特許含む) 

・荒木菜見子, 中川理: わが国戦後復興期における岐阜駅前の商業及び住宅地区の形

成過程に関する歴史的研究, 日本建築学会計画系論文集第 776 号, pp.2257-2266, 

2020.10 

・荒木菜見子, 中川理: 岐阜駅前繊維問屋街における街区建設の経緯に関する研究, 日

本建築学会計画系論文集第 780 号, pp.675-685, 2021.2 

研究タイトル：わが国戦後の地方都市における市街地の形成過程に関する

研究 

氏名：  荒木 菜見子／ARAKI Namiko E-mail： n-araki@yonago-k.ac.jp 

職名： 助教 学位： 博士（学術） 

所属学会・協会： 日本建築学会, 都市史学会, 日本都市計画学会 

キーワード： 戦後都市史, 地方都市, 市街地形成 

技術相談 

提供可能技術： 

・わが国戦後の都市形成に関する研究 

・地方都市における市街地形成に関する研究 

・近代建築の保存活用 

 

左)東海夕刊 1947.10.14 記事

右)北満州の引揚者集団により
建設された住宅地区の遺構 

(2015 年現在) 
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研究内容： 

【２】 山岳信仰集落の土地利用管理に関する研究 

本研究は、人口減少社会下での集落維持を目指した

既存集落の自治による持続的かつ適正な土地利用管理

のあり方に着目した研究です。前近代から存続する歴史

的集落である山岳信仰集落を持続可能な集落のモデル

として選定し、集落の土地利用管理の実態解明を通し

て、今後の土地利用管理のあり方への示唆を得ることを

目的としています。分析は、1)集落の形成過程、2)土地

利用と土地所有変化、3)住民意識、4)地域組織間ネット

ワーク（図 3）、5)土地・建物の管理実態の 5 項目とし、集

落の「土地」とそれを管理する「人」の視点から実証的に

検討し、集落単位の土地利用管理計画のあり方を提示し

ています。

【３】 地形的末端集落である鳥取県日野郡日南町秋原集落での耕作放棄地ビオトープ計画 

本活動では、本科４・５年生が鳥取県日野郡日南町の中山間地域の小規模農村集落において、古民家民宿を拠点と

して農業やまちおこしの継続を目指した取り組みへ参加しています(写真 1-3)。 
・細田智久・小椋弘佳：中山間地域での自然・農業体験，ビオトープ計画による高専生への教育効果の考察−鳥取県日南町
の古民家「かつみや」を拠点として−，論文集「高専教育」，第 36 号，pp.417-422，2013 

写真 1. 耕作放棄地ビオトープ計画対象地  写真 2. 住民＋NPO 法人＋学生のワークショップ 写真 3. 住民＋学生のワークショップ 

担当科目 創造設計実習（専攻科），都市計画，設計製図，建築計画，デザイン基礎 

過去の実績 

・商店街の公園化によるまちのリノベーション戦略 —とっとり方式の定式化 —（鳥取県環境学術研
究等振興事業 地域振興部門，研究期間：2017-2019 年度） 

・居住環境向上を目指した低・未利用地の共同管理の実態分析と体制づくり（科学研究費助成事
業若手研究 B【17K14789】，研究期間：2017-2020 年度） 

・地方商業空間に生み出されるパブリックスペースの地域拠点としての役割と発展性の解明（科学
研究費助成事業若手研究【21K14330】，研究期間：2021-2024 年度） 

近年の業績 

(研究・教育論文、特許含む) 

・いんしゅう鹿野まちづくり協議会著：地域の未来を変える空き家活用,ナカニシヤ出版, 2021.2
（小椋担当ページ,第二部第二章まち協による空き家活用の全体像,pp.159-173） 

・小椋弘佳・田川桜・細田智久：大山町Ａ地区における空き家の状況と活用可能性に関する研
究，日本建築学会技術報告集第 26 巻 第 64 号，pp.1120-1125，2020，査読あり 

・小椋弘佳・樋口秀：国立公園内に位置する大山寺集落と御岳山山上集落の土地利用管理に関
する研究，日本建築学会計画系論文集，Vol.81 No.722,pp.921-931,2016,査読あり 

・小椋弘佳・樋口秀・細田智久・熊谷昌彦：国立公園の利用促進等に向けた集団施設地区の課
題と取り組み実態に関する研究 -集団施設地区内の集落規模に着目して-，日本建築学会計
画系論文集，Vol.80 No.716，pp.2261-2271，2015，査読あり 

図 3. 集落内の地域組織間ネットワークの可視化
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研究タイトル： 

建築物の健全性評価に関する研究 
氏名：  玉井 孝幸／TAMAI Takayuki E-mail： tamai@yonago-k.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 日本建築学会，日本コンクリート工学協会 

キーワード： 耐久性，補修・維持保全，施工技術，国際活動 

技術相談 

提供可能技術： 

・経年劣化した構造物の健全性評価 

・建物の診断方法および評価方法に関する技術指導 

・建物の不具合の原因分析および補修方法に関する技術指導 

・学生を帯同した国内外での実構造物の建設 

研究内容： 建築物の健全性評価に関する研究 

本研究室では、鉄筋コンクリート造の構造物を中心に、その健全性の評価方法について研究・調査を行っています。

構造体の健全性評価には、建設当時の設計仕様や施工精度・構法などが関係します。本研究室で受託する場合は、

現状の調査結果のみでなく建設当時の時代背景も含めて健全性を評価します。例えば鉄骨鉄筋コンクリート造集合住

宅の梁の欠損の原因分析と改善方法の提案・監理や、火災の被害を受けた鉄骨造の柱・梁の主体構造物の熱による

構造特性の低下を中心とした健全性評価を行いました。 

 その他、研究室での研究にとどまらず、学生を帯同した国際的な活動も行っています。2009 年には JICA のプロジェク

トに参画し、スマトラ沖地震の津波被害を受けた南インド東側沿岸地域に対して、コンクリートを用いたバイオトイレの建設

および建設に関する技術指導を行いました。また 2011 年にはロシア・ウラジオストック市で鳥取県産の木質集成材を用

い、極東連邦大学の学生とともに木造屋根を建設しました。 

写真 1 集合住宅梁の欠損改善計画・監理   写真 2 ウラジオストック木造屋根の建設 

担当科目 
建築構造Ⅱ，建築材料，建築生産，基礎構造，創造実験演習，材料学特論，建築生産特

論，都市計画Ⅱ，建築構造材料実験，社会技術論 

過去の実績 
・南インドにおけるバイオトイレの建設・技術指導（2009 年 JICA 委託事業） 
・ロシア・ウラジオストックにおける木造屋根の建設（2011 年鳥取県委託事業） 

近年の業績 

(研究・教育論文、特許含む) 

・構造体コンクリート強度の評価手法に関する研究 コア供試体の乾湿条件・採取方向の影
響（日本建築学会大会学術講演（北海道）、2013 年 8 月） 

・火害を受けた構造物の健全性評価および改修計画の立案（2013 年民間企業委託） 

提供可能な設備・機器： 

名称・型番（メーカー） 

2000kN 圧縮試験機（前川試験機） 反発度試験機（プロセック） 

1000kN 万能試験機（前川試験機） 超音波伝播速度試験機（プロセック） 

コンクリート中性化促進試験機（マルイ） 機械インピーダンス法によるコンクリート強度推定装置（日東建設） 

コンクリート長さ変化試験機（ミツトヨ） 動弾性係数試験機（西日本試験機） 

恒温恒湿室（鳥島商事） 静弾性係数試験機（マルイ） 
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研究タイトル： 

建物の機能維持を目的とした制振装置の開発研究 
氏名： 畑中 友／HATANAKA Tomoyuki E-mail： hatanaka@yonago-k.ac.jp 

職名： 助教 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 日本建築学会，日本コンクリート工学会，日本自然災害学会 

キーワード： 耐震工学，振動制御 

技術相談 

提供可能技術： 

・免震、制振装置に関する研究開発 

・常時微動測定による建物振動特性の調査 

・建物の振動応答解析 

研究内容： 建物の機能維持を目的とした制振装置の開発研究 

近年発生した大地震において、構造躯体が安全であった場合でも非構造部材や設備機器、ライフラインに被害が生

じ、その影響によって地震後に建物が継続的に使用することができなくなる事例が多数確認されている。近い将来、発

生が予想される南海トラフ地震や首都直下地震などの大規模地震に対して、人々の安全を確保するためには構造躯

体の損傷抑制だけでなく、建物の継続使用を考慮した機能維持をも担保する 

システムの構築が喫緊の課題であると考える。本研究では、液流による質量効

果を利用して、エネルギー吸収と建物の周期特性を容易に調整できる簡便な

制振装置をし、実験と解析の両面から実建物への適用可能性について検討

する。 

写真１ 提案する制振装置 写真２ 振動台加振試験の様子 

担当科目 構造力学Ⅰ，建築情報Ⅰ，CAD・CG，創造実験・演習，建築構造材料実験，耐震構造論 

過去の実績 

・危険性自己発信機構を有するあと施工アンカーの開発と実建物への適用可能性の検証，
科学研究費助成事業（学術研究助成基金補助金）基盤研究（C）：2020 年度～2022 年
度（分担）  

・実構造物による免制震装置の補修方法の有効性検証、新たな提案及び同定手法の研
究，科学研究費助成事業（学術研究助成基金補助金）基盤研究（C）：2018 年度～2022
年度（分担）  

・木造架構用金属金物の性能評価に関する研究，東北工業大学奨学寄附金（防災マネー
ジメント機構），2017.10～2018.03 

近年の業績 

(研究・教育論文、特許含む) 

・ Tomoyuki HATANAKA, Naoki FUNAKI, Shogo FUJITA, Reiji TANAKA ： MECHANICAL 

BEHAVIOR OF NEWLY DEVELOPED UNDERCUT ANCHOR IN CRACKED CONCRETE, 

Proceedings of the fib Symposium 2020 

・船木尚己，畑中友，藤田智己，小野瀬順一，田中礼治：地震後の機能維持を目的として

屋根支承部に免制振部材を適用した鉄骨置屋根体育館の動的特性，構造工学論文集

Vol65B，pp41-47，2019.3  

・畑中友，船木尚己：慣性質量効果を有する液流ダンパーを用いた 1 層フレーム試験体の

振動応答特性，構造工学論文集 Vol63B，pp.205-212，2017.3  

（a） 時刻歴波形

（b） 変位‐抵抗力履歴ループ （c） 変位‐内圧差履歴ループ

図１ 解析結果と試験結果の比較
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研究タイトル： Communicative Language Teaching を 
用いた言語活動の開発 

氏名：  青砥 正彦／AOTO Masahiko E-mail： aoto@yonago-k.ac.jp 

職名： 教授 学位： 修士（学術） 

所属学会・協会： 全国高等専門学校英語教育学会，英語授業研究学会 

キーワード： 英語教育学 

技術相談 

提供可能技術： 
TOEIC、語彙指導 

研究内容： Communicative Language Teaching を用いた語彙指導活動の開発 

  学習指導要領では中学で1200語、高校でさらに1800語程度の語を学ぶことになっています。実際には、TOEIC等へ

対応するには、これだけでは十分であるとは言えません。さらなる語彙を習得するため、学生が自ら語彙学習に取り組

む必要があります。 

語彙には受容語彙と発表語彙があり、それぞれの語彙の選定と導入の方法について留意しなければいけません。ま

た、語彙の知識を4技能の能力に役立てるために、語彙の定着を促す指導として、意識的に語彙を記憶させる指導、

言語活動を通して語彙を定着させる指導があります。単語の暗記を苦手とする学生を支援するためにも、様々な工夫

をしながら教材を開発しています。 

担当科目 英語総合，基礎英語演習，多読多聴英語，英語演習 

過去の実績 
Masahiko Aoto, Activities for Introducing and Reinforcing Vocabulary(2007) Mext 
Six-Month Overseas Study Program Professional Development Dossier, uOttawa 

近年の業績 

(研究・教育論文、特許含む) 

・指導方法・教材資料集(2011), 新時代を拓く学びの創造プロジェクト 高校生学力向上
部会（英語） 鳥取県教育委員会(共著) 

・授業実践へ向けて(2013), 新時代を拓く学びの創造プロジェクト 高校生学力向上部会 
鳥取県教育委員会（共著） 

・Masahiko Aoto, Development of a “Can Do List”  based on the “Model Core 
Curriculum”(2015) 

・ A Survey on the Foreign Languages Curriculums of KOSENs in Chugoku and 
Shikoku.(2016) 

・高等専門学校における外部試験を取り入れた英語教育の実践研究～米子工業高等専
門学校における TOEIC の事例を中心に～（2018） 
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研究タイトル： 

アメリカ文学および批評理論の研究 
氏名：  赤山 幸太郎／AKAYAMA Kotaro E-mail： akayama @yonago-k.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 修士（文学) 

所属学会・協会： 日本アメリカ文学会、日本英文学会、日本ウィリアム・フォークナー協会 

キーワード： 20 世紀アメリカ文学、ウィリアム・フォークナー、批評理論 

技術相談 

提供可能技術： 

・アメリカ文学・英語教育について 

・現代社会における科学技術の哲学的・思想的意味について 

研究内容： 批評理論を駆使したウィリアム・フォークナーの小説の分析 

■ウィリアム・フォークナー研究

■批評理論研究

・アメリカのノーベル賞作家ウィリアム・フォークナー（William Faulkner：1897-1962）の主要作品を、批評理論（哲学、

精神分析、言語学、記号論、社会学、政治学、経済学、法学、文化人類学、等）を駆使して分析・研究している。 

科目 英語総合 II、基礎英語演習 II、基礎英語演習 III 

過去の実績 
・『アメリカ文学における階級―格差社会の本質を問う』（英宝社）共著 
・『フォークナー事典』（松柏社）分担執筆 

近年の業績 

(研究・教育論文、特許含む) 

・「『エルサレムよ、我もし汝を忘れなば』における〈生存の技法〉 ― フォークナーの「ロマン

主義」批判 ― 」（『中・四国アメリカ文学研究』第４８号） 

・「『村』におけるスノープシズムの精神解剖学 ― フォークナーの喜劇的「資本主義」 

批判 ― 」（『中・四国アメリカ文学研究』第４７号） 

・「William Faulkner の小説における啓蒙的理性批判 ― 「法の暴力」を超えて」 

（『中・四国アメリカ文学研究』第３９号） 

・「William Faulkner の小説における「喪の作業」と旧南部の「亡霊」」 

（『中・四国アメリカ文学研究』第３６号） 

・「Joe Christmas の主体化と Ideology の再生産 ― Light in August における反復構造を

めぐって ー 」（『中・四国アメリカ文学研究』第３４号） 
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研究タイトル： 

筋痙攣の予防法，運動とストレス 
氏名： 大野 政人／OHNO Masato E-mail： ohno@yonago-k.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 博士（医学） 

所属学会・協会： ヨーロッパスポーツ科学学会、アメリカスポーツ医学会，日本体力医学会 

キーワード： 筋痙攣，筋肉痛，筋疲労，脱水，電解質異常，性差，活動量，ストレス，スポーツ傷害，性差 

技術相談 

提供可能技術： 

・安全教育（筋痙攣の予防法、筋肉痛の予防法、応急処置、救命処置など 
・体力測定（一般的な体力測定、股関節内転・外転筋力、足指把握力）および解析 
・ストレスの計測 

提供可能な設備・機器： 

名称・型番（メーカー） 

足指筋力測定器・T.K.K 3362（竹井機器工業㈱） 酵素分析装置・唾液アミラーゼモニター（ニプロ㈱） 

腕時計型心拍・活動量計・PS-500B（セイコーエプソン㈱） 自律神経バランス分析器・TAS9 VIEW（㈱YKC） 

生活習慣記録器・ライフコーダ GS／Me（㈱スズケン） 深部温測定器・コアテンプ ＣＭ-210（テルモ㈱） 

研究内容： 筋痙攣の研究 

筋痙攣とは，筋肉が収縮したまましばらく元に戻らない現象であり，しばしば激しい痛みを伴います。筋痙攣は多くの

人が経験しているにも関わらず，発生機序は明らかでなく，予防法の効果も不明です。その理由として，筋痙攣を実験

的に誘発する方法が確立されていないことが挙げられます。私は筋痙攣の誘発方法を考案し，筋痙攣が発生しやすい

者の特徴，筋痙攣の要因および予防法について検証を行っております。随意筋力発揮により下腿や大腿など大きい筋

群に筋痙攣を誘発することが私の研究の特徴です。特別な機械を必要とせず，スポーツ現場における研究にも対応で

きます。筋痙攣の要因は様々ですが，ストレッチングによって筋痙攣が治まるため，共通の予防法があると考えます。飲

食品，衣類，靴，寝具，医療機器など，筋痙攣を予防するための新製品の考案や，既存の製品の有効活用などに応

用されることが期待できます。同分野の研究者が少ないため，他者と競合しにくいことも特徴です。 

図は，膝屈曲筋群に筋痙攣を誘発した

時の筋活動です。脱力しても筋肉が活動

し続けており，ストレッチングを行うことによ

って，活動（痙攣）が治まります。 

担当科目 本科：保健体育Ⅰ～Ⅴ，専攻科：健康科学特論 

過去の実績 

近年の業績 

(研究・教育論文、特許含む) 

【研究論文】 
・Influence of acute mental arithmetic stress on taste and pungency. J.N.S.V. 65(3), 224-232, 
2019.（共著） 
・Heat-induced body fluid loss on muscle cramp during maximal voluntary contraction for the 
knee flexors. Int. J. Sport Health Sci., 16, 191-199, 2018. （共著） 

・Eyes open/closed conditions and age-level differences in foot pressure during stepping with 
a stipulated tempo. AJSSM., 5(1), 1-4, 2017. （共著） 

・Development of Wristwatch-type stress-calorie monitor and its wireless communication management 
system. The Korean Journal of Growth and Development. 24(3), 233-239, 2016. （共著） 

・A novel method of inducing muscle cramp in the knee flexors. J. Educ. Health Sci., 60(4), 
232-235, 2015.（単著） 

・Effect of visual input and foam rubber on leg-joint angles and sway of center of pressure 
during stepping on the spot. APE, 5, 204-210, 2015.（共著） 

【メディア】 
・痛みでわかるシリーズ①足に出る大病，健康カプセル！元気の時間，TBS，2013 
・『痛ッ！「足がつる」に隠れた危険な病とは？』，ためしてガッテン，NHK，2012 
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研究タイトル： 

グラフ理論、特に頂点彩色に関する研究 
氏名：  大庭 経示／OHBA Kyoji E-mail： ooba@yonago-k.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士（理学） 

所属学会・協会： 

キーワード： 離散数学，グラフ理論，頂点彩色，リスト彩色，数学教育 

技術相談 

提供可能技術： 

・離散数学 

・数学教育 

研究内容： グラフ理論における頂点彩色（特にリスト彩色） 

現在、コンピュータをはじめ、さまざまな「ネットワーク」が身の回りにはあふれている。その「ネットワーク」をモデル化し

て扱う数学の一つがグラフ理論である。グラフとはいくつかの頂点とそれらを結ぶいくつかの辺からなる図形をいう。ある

人間やコンピュータ等を頂点とみなし、その 2 つの間にある関係（友人関係、ネットワークがつながっている）があるとき辺

で結ぶことで、「ネットワーク」はグラフ化される（ネットワーク以外にもグラフ化して考えることで問題の構造が見えやすく

なる問題は他にもある）。グラフ理論とは、そのグラフに対する様々な問題、周回が可能であるか、いくつの頂点あるいは

辺を除去すると連結で無い成分が現れるか、等を扱う分野である。 

特に専門としている分野は、頂点彩色と呼ばれる問題である。グラフの頂点彩色とは、与えられたグラフの全ての頂

点に、辺で繋がれた頂点と異なる色となるように着色を行うことである。主に問題となるのは、与えられたグラフの彩色に

必要な色数であるが、現在は様々な応用・一般化が考えられている。それは、何を頂点と考え、辺と考えるかと共に、

何を色として扱うかによって、様々な応用が可能であるからでもある。 

リスト彩色と呼ばれる問題もその一般化の一つである。リスト彩色とは、頂点にあらかじめ使用可能な色のリストを与

え、その中から色を選びながら頂点彩色をすることである。具体的な例として、ある教室の学生をいくつかのグループに

班分けを行うことを考える。学生が頂点である。何かしらの理由により同じ班にはできない 2 名がいたとき、彼ら（に対応

する頂点）の間を辺で結ぶ。この条件でグループ分けを行うことは頂点彩色になる。ここで色とはグループのことになる。

さらにこのとき、例えばグループが係やスポーツの競技などだった場合、事前に希望するグループのアンケートをとり、そ

の中から係や競技を選ぶようにしてあげることもあるであろう。これがリスト彩色となる。 

このように、身近な様々なものがグラフやその頂点彩色（リスト彩色）の問題となり得る。また必要に応じて様々な条件

を加えた新しい問題が考えられる。 

担当科目 基礎数学 B，微分・積分，代数・幾何，解析Ⅰ，解析Ⅱ 

過去の実績 

近年の業績 

(研究・教育論文、特許含む) 

・教育研究論文：大庭経示・梶川雄二・蔵岡誉司・倉田久靖・黒川友紀、数学の習熟度別

授業による学習効果について、高専教育 35 号(2012)、pp221-225、2012 年 

・学術研究論文：Kyoji Ohba、Choice number of complete multipartite graphs with part 

size at most three、Ars Combin.Vol.72、pp133-139、2004 年 

・学術研究論文：Kyoji Ohba、On chromatic-choosable graphs、J. Graph TheoryVol. 40、

pp130-135、2002 年 
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図１：離散化された時空内での弦の伝播 

研究内容： 

素粒子論は、素粒子の構成とその相互作用に関する論理的研究である。自然界に存在する４つの相互作用のうち、電

磁相互作用・弱い相互作用・強い相互作用の３つはそれぞれゲージ場の理論として記述される。また、この中で電磁相互

作用と弱い相互作用は統一された理論形式として存在する。ここまで確立している素粒子論の標準模型に重力相互作用

も加え、すべての相互作用の素粒子論模型を一つの場の理論にまとめることが素粒子論の究極目標である。 

その有力な候補が弦理論であり、ミクロスケールあるいは高エネルギー領域において素粒子が１次元的な（ひも状の）構

造をもつとする理論である。弦の場の量子論的な性質を調べることや、弦の低エネルギー有効理論と素粒子論とのつなが

りを解明することが、弦理論による素粒子の記述に向けた重要な課題である。 

場の理論は、素粒子の生成・消滅を伴う相互作用に関する理論である。本研究

の主題である弦の場の理論は、ひも状の実体である弦の生成・消滅に関する量子

論である。これを定式化する試みが行列模型である。弦が伝播する２次元世界面

は、微視的なレベルの三角形を貼り合わせた離散化された構造をもつ（図１）。行列

模型はこの動的三角形分割模型を統計力学模型として扱うもので、この模型にお

いて弦の１次元的な広がりは、行列の積として表現される（図２）。確率過程から行

列に起こる時間発展は行列の積の時間発展を引き起こし、これが弦の伝播・分裂・

結合の表現となる。本研究では、２次元時空内で弦のさまざまな過程に関する物理

量の期待値やこれらを支配する方程式などを解析的に調べる理論的研究を進め、

さらに行列模型と確率過程を数値解析に適用する手法の開発に関心がある。 

１次元的な広がりをもつ物質の確率過程の時間発展に関する研究とのつながりが期待できる。 

担当科目 物理Ⅰ，物理Ⅱ，応用物理Ⅱ 

過去の実績 超弦理論のオービフォルド模型の現象論 

近年の業績 

(研究・教育論文、特許含む) 

・Hiroshi Kawabe, CDT open-closed surface field theory of a 3D tensor-matrix model, 
Nuclear Physics B 967 (2021) 115421 

・Hiroshi Kawabe, Causal dynamical triangulation of a 3D tensor model, Progress of 
Theoretical and Experimental Physics 2016, 7 (2016) 073B04 

・Hiroshi Kawabe, Causal dynamical triangulation for non-critical open-closed string field 
theory, Physics Letters B 729 (2014) 91-98 

研究タイトル： 

確率過程量子化法による弦の場の理論 
氏名： 川邊  博／KAWABE Hiroshi E-mail： kawabe@yonago-k.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士（理学） 

所属学会・協会： 日本物理学会 

キーワード： 素粒子論，場の量子論，行列模型，テンソル模型 

技術相談 

提供可能技術： 
物理教育に関するご相談 

図２：時間１ステップの弦の伝播と、これを構成する三角形に対応する行列の積として表される式 
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研究タイトル： 

離散解析学 
氏名： 倉田 久靖／KURATA Hisayasu E-mail： kurata@yonago-k.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士（理学） 

所属学会・協会： 日本数学会 

キーワード： 離散空間，複素関数論，調和関数 

技術相談 

提供可能技術： 
解析学 

研究内容： 

抵抗付き離散空間における非線形調和関数 

担当科目 数学Ⅰ，微分積分，代数幾何，解析Ⅰ，解析Ⅱ，解析Ⅲ 

過去の実績 
・高次元不連続群 

・ハウスドルフ次元 

近年の業績 

(研究・教育論文、特許含む) 

・Hisayasu KURATA and Maretsugu YAMASAKI, Discrete Multi-Harmonic Green 

Functions,  Mem. Fac. Sci. Eng. Shimane Univ. Ser. B Math. Sci.  54 (2021), 1--14. 

・Hisayasu KURATA and Maretsugu Yamasaki，Discrete q-Green Potentials with Finite 

Energy， Mem. Fac. Sci. Eng. Shimane Univ. Ser. B Math. Sci.  51 (2018), 7--21. 

・Hisayasu KURATA and Maretsugu Yamasaki，Discrete green potentials with finite 

energy，Hokkaido Math. J. 47 (2018), 607--624, 

・Hisayasu KURATA and Maretsugu YAMASAKI、The metric growth of the discrete 

Laplacian,Hokkaido Math.J.45(2016)、399--417 

・Hisayasu KURATA and Maretsugu YAMASAKI、Bi-flows on a network、Hokkaido 

Math. J. 44 (2015)、203--220. 

・Hisayasu KURATA and Maretsugu YAMASAKI、1-harmonic functions on a network" 

Mem. Fac. Sci. Eng. Shimane Univ. Ser. B Math. Sci. 48 (2015)、1--14. 

・Hisayasu KURATA、The Dirichlet problem for infinity-harmonic functions on a 

network、Mem. Fac. Sci. Eng. Shimane Univ. Ser. B Math. Sci.47 （2014）、1--17 
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研究内容： 非摂動くりこみ群を用いたミクロ物理の理論的探索 

理論物理を専門としており、素粒子論の立場から、ミクロの世界を記述する物理の理論的研究を行っています。特に

その中でも、ノーベル賞受賞者の朝永振一郎らに始まる「くりこみ理論」及び、その現代的発展である「非摂動くりこみ

群」の手法を用いた解析をしています。 

くりこみ群は本当に知りたい、現実を記述する有効な物理の理論だけを取り出すことができる手法です。さらに、非摂

動くりこみ群は、広く用いられている理論計算手法である摂動論によるアプローチが難しい問題にも挑戦可能です。しか

しながら、そのくりこみ群の基本的な概念を理解するためには、難しい数学は不要です。そのため汎用性の高い理論だと

考えられます。近年はくりこみ群と機械学習の関係について議論しています。特に深層学習は情報縮約の 1 つの方法で

あり、新しいタイプのくりこみ群の手法の開発に繋がると期待されます。 

【テーマ例：『摩擦』の起源】 

『摩擦』は高校物理で登場する、日常でもなじみ深い

概念ですが、そのミクロの起源を記述する物理の理論

は未だ明らかではありません。それを量子力学的に解

明するのが目的です。この研究は、次世代の新技術で

ある、量子情報や量子コンピュータといった技術の基礎

とも関係があります。 

非摂動くりこみ群や相転移点を同定する手法を用い

て、『摩擦』のメカニズムを解明します。『摩擦』がない時

は、トンネル効果が観測されるような通常の量子状態ですが、摩擦が存在すると、状態が局在化する量子－古典相転

移が起こります。この相転移を詳しく調べることで、『摩擦』という物理を通して、ミクロの物理と現実の物理の理論を新し

い側面から繋げることが出来ると考えています。 

担当科目 物理Ⅰ，物理Ⅱ，現代物理学 

過去の実績 
非摂動くりこみ群によるマルチスケールアプローチ 
（科学研究費助成事業、挑戦的萌芽研究、研究期間 2012 年～2014 年） 

近年の業績 

(研究・教育論文、特許含む) 

・Ken-Ichi Aoki, Tamao Kobayashi,Restricted Boltzmann Machines for the Long Range 
Ising Models,Int.J.Mod.Phys.Lett.B,Vol.30,pp.1650401 (2016) 

・Ken-Ichi Aoki, Tamao Kobayashi, Shin-Ichiro Kumamoto, Shinnosuke Onai and Daisuke 
Sato,Singularity Free Direct Calculation of Spontaneous Mass Generation,Science reports 
of Kanazawa University,Vol.61, pp.1 (2017) 

・Ken-Ichi Aoki, Tatsuhiro Fujita, Tamao Kobayashi, Logical reasoning of revealing the 
critical temperature through deep learning of configuration ensemble of statistical 
systems, J.Phys.Soc.Jpn.Vol.88,pp.1 (2019) 

・青木健一,藤田達大,小林玉青,他(共著),橋本幸士(編), 物理学者、機械学習を使う, 朝倉
書店, pp.87-pp.98,第 6 章”深層学習は統計系の配位から何をどう学ぶのか”(2019) 

研究タイトル： 

非摂動くりこみ群 
氏名：  小林 玉青／KOBSYASHI Tamao E-mail： kobayasi@yonago-k.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 博士（理学） 

所属学会・協会： 日本物理学会 

キーワード： 量子散逸，二重井戸ポテンシャル，イジングスピン模型，機械学習 

技術相談 

提供可能技術： 

・物理を理解すること。 
小学校～高校相当の物理の基礎から、量子力学・統計力学・相対性理論・素粒子論・宇宙論
といった現代物理学まで、理論物理全般に対する理解への支援。 

・物理に関する教材(e-learning 含む)やプレゼンテーション手法に関する協力。 
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研究タイトル： 

大正末期～昭和初期の横光利一作品について 
氏名：  羽原 卓也／HABARA Takuya E-mail： habara@yonago-k.ac.jp 

職名： 助教 学位： 修士（文学） 

所属学会・協会： 日本近代文学会・横光利一文学会 

キーワード： 横光利一・日本近代文学 

技術相談 

提供可能技術： 

横光利一に関すること（とくに大正末期～昭和初期） 

日本近代文学について（       〃       ） 

小説の読みについて。とくに内面描写や語りの問題 

研究内容： 大正末期～昭和初期の横光利一作品について 

横光利一（1898-1947）は大正時代の末に、川端康成や中河与一らとともに「新感覚派」と称され、その旗手として

活躍した作家と言われています。 

 大正末期は、実生活に基づいた心境や深い懊悩といったものが重視され、それを記述することがよしとされる風潮が

ありました。しかしその一方、当然ながらそれに食傷気味な作家たちも混在するという状況でした。「生活」や「実感」を基

調とする既成の文壇に対して、それまでには見られない表現技法や着想を、横光利一がいかに描いていったかを作品

を通して考察しています。 

たとえば、関東大震災後におこる新しい街、文化（映画、モダンガール・モダンボーイ）、思想（ダダイズム）、前衛芸術

等を前にしながら、横光作品では、登場人物の「まなざし」が強調される表現が多くなされます。時代に翻弄されながら

さまざまな考えを巡らせる登場人物が、何かを見ること、見られること、見たことについて当事者が語ること、語り手が登

場人物の内面を語ること等、その効果について検証しています。それは、何をどう見る/見られる、語る/語られるかとい

う興味関心によるところが大きいのですが、現代のわれわれにも通じる問題なのではないかと思っています。 

また、横光は古典作品やなにかしらの典拠をもとに、翻案や新しいものを見い出すということも行なっており、その研究

にも力を入れています。 

担当科目 国語Ⅱ・日本語表現法 

過去の実績 

近年の業績 

(研究・教育論文、特許含む) 

・「人形の形象と語り : 横光利一｢名月｣から」

横光利一研究 (17) 135 - 148 2019 年 3 月 

・「横光利一「負けた勝者」の材源と構成 」 

岡山大学大学院社会文化科学研究科紀要 (41) 11 - 22 2016 年 3 月 

・「倉敷市蔵薄田泣菫文庫 満谷国四郎書簡 翻刻・解説(続)  」 

羽原 卓也, 西山 康一, 山本 秀樹  岡大国文論稿 (43) 18 - 32 2015 年 3 月 

・「対峙する横光利一「春は馬車に乗って」」 

国語と国文学 91(12) 48 - 64 2014 年 12 月 

・「倉敷市蔵薄田泣菫文庫 満谷国四郎書簡 翻刻・解説  」 

羽原 卓也, 西山 康一, 山本 秀樹  岡大国文論稿 (42) 39 - 54 2014 年 3 月 
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研究タイトル： 

夏目漱石作品の思想的背景の研究 
氏名：  藤本 晃嗣／FUJIMOTO Akitsugu E-mail： fujimoto@yonago-k.ac.jp 

職名： 講師 学位： 博士（比較社会文化） 

所属学会・協会： 日本近代文学会、日本近代文学会九州支部 

キーワード： 日本近代文学、夏目漱石、思想 

技術相談 

提供可能技術： 

・夏目漱石に関すること。 

・日本近代文学に関すること。 

・小説の読みに関すること。 

研究内容： 夏目漱石の作品から読み取れる思想的背景の研究 

夏目漱石（1867-1916）の作品における思想的背景を、特に儒学や禅などの伝統思想と明治期に受容された西洋

思想との交わりの中から研究しています。 

一例をあげると、漱石に明治末の東京を舞台とした『それから』という作品があります。主人公である代助は、大学を

卒業しても父親の金銭的援助をたよりに気ままな生活を送りながら、父親の「誠は天の道なり」というような儒学的な価

値観を馬鹿にしていました。この代助が、最後は親友である平岡の妻三千代に告白します。この代助の行動は、周囲の

人々の迷惑を顧みず、自らの考えを貫くという点で「近代的自我」の表れであると解釈されてきました。ところが小説の

本文に、代助が三千代へ告白するとき、自分が馬鹿にしていたはずの「誠」を強く意識する記述があります。そこで、日

本近世儒学における「誠」の意味を探っていくと、実は代助の行動が近世儒学における「誠」の考えと一致することがわ

かります。つまり、代助の行動は、近世儒学思想の「誠」の表れとしても捉えることができるのです。 

私たち日本人の考え方や価値観は、明治以降の西洋思想の受容によって大きく変化したと言われますが、それまで

の伝統思想がいきなり途絶えるわけでもなく、また西洋思想が「そのまま」受け入れられたわけではありません。伝統的

な考え方と近代になり新しく入ってきた考え方は、衝突し融合しながら、新たなものを形成してきたと考えられます。その

ような思想の変化のあり方を、文学作品を通して人々が生きる具体的な状況をもとに考察しています。 

担当科目 国語Ⅰ、文学 

過去の実績 

近年の業績 

(研究・教育論文、特許含む) 

・学術論文：藤本晃嗣「講演「現代日本の開化」における「内発的」、「外発的」について―ウィ

リアム・ジェイムズとの関わり―」九大日文、34 号、2019 年 10 月 

・分担執筆：山口直孝編『漢文脈の漱石』、幹林書房、2018 年 3 月（藤本晃嗣「漱石の禅認

識と『禅門法語集』－「虚子著『鶏頭』序」、『夢十夜』「第二夜」、『行人』「塵労」を中心にし

て―」を担当） 

・学術論文：藤本晃嗣「『行人』一郎の「実行的な僕」をめぐって―講演「中味と形式」との関

わりから―」、近代文学論集、42 号、2017 年 2 月 

・学会発表：藤本晃嗣「夏目漱石と禅の伝統―『行人』を中心にし―」、2016 年度日本近代

文学会秋季大会､2016 年 10 月 

・学術論文：藤本晃嗣「『それから』における「誠」―夏目漱石と日本近世儒学の伝統―」、九

大日文、25 号、2015 年 3 月 
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研究タイトル： 

現代実存思想を中心とした宗教哲学・宗教学 
氏名： 布施 圭司／FUSE Keiji E-mail： fuse@yonago-k.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士（文学） 

所属学会・協会： 日本宗教学会，宗教哲学会，日本ヤスパース協会，関西哲学会 

キーワード： 実存，宗教，コミュニケーション 

技術相談 

提供可能技術： 

・宗教・思想についての基礎知識の提供 

・実存思想に関する教養的知識の提供 

・現代におけるコミュニケーションに関する思想の紹介 

研究内容： ヤスパースにおける実存と交わり，ヤスパースにおける哲学的信仰 

実存思想家ヤスパースの「交わり」に関する思想を軸に，美的判断に関し人間の共同性の重要性を示唆したカント，

宗教的信仰の立場から現代における対他関係を論じたブーバー，社会的存在のあり方を「種の論理」として究明した

田邊元らの思想を取り上げ，比較・検討し，本来的な自己存在である実存や信仰・宗教といった人間の生の深層にお

ける，人間の交わりを解明している。 

また，信仰とは通常，宗教において超越的なものが啓示によって信仰者に示されることで生ずる，人間がそれを拠り

所として生を送るような確信と言える。これに対してヤスパースは，実践的な行為における理性の働きを超越的なもの

へのつながりと考えている。この「宗教的信仰」と「哲学的信仰」の共通点・相違点，相互関係などを明確化している。 

担当科目 現代社会，社会科学Ⅱ，人文社会特論 

過去の実績 
・ヤスパースにおける交わりと実存 
（科学研究費助成事業、基盤研究（C）、研究期間 2005-2007 年） 

近年の業績 

(研究・教育論文、特許含む) 

・学術研究論文： 
布施圭司、「田辺元における対他関係の問題」、宗教哲学研究、第 30 号、69-81 頁、
2013 年 

・教育研究論文： 
布施圭司、「現代社会の問題に対する自主的思考育成の試み－人文社会科目における
プレゼンテーションの利用－」、高専教育、第 36 号、327-332 頁、2013 年 

・教育研究論文： 
竹内 彰継、布施 圭司、加藤 博和、中島 美智子、大野 政人、堀畑 佳宏、辻本 桜
介、「米子高専のリベラルアーツ談話会」、工学教育、66 巻、6 号、pp.98-103、2018 
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研究内容： 文字列に関する理論と算術の理論の翻訳可能性と決定不能性（ 論文[1], [4] ） 

ゲーデルの不完全性定理は，和と積を演算にもつ算術の公理体系の決定不能性，つまり任意に与えられた命題が

その公理体系で証明できるかどうかを判定するアルゴリズムは存在しないこと，を証明したと解釈できます。一方，文字

列の結合のみを演算としてもつ理論 TC が，2005 年にグルゼゴルジェクによって導入され，この理論にもゲーデルの不

完全性定理が成り立つこと，すなわちその決定不能性が証明されました。 

文字列の結合に関する理論は人間の読み書きの能力を，算術に関する理論は人間のそろばんの能力を表現した理

論と捉えられます。2009 年には文字列に関する理論 TC と算術の理論 Q が互いに翻訳可能であることが証明されまし

た。このことは，一見異なる「読み書きの能力」と「そろばんの能力」が，実は密接な関係にあることを示しています。 

本研究では，著者が新たに導入した，TCより非常に弱い公理体系WTC と，タルスキらによる算術 R が互いに翻訳可

能であることを証明しました。さらに日本大学の樋口氏と共同で，WTC は決定不能な理論のうち極小なものになってい

ることを証明しました。今後は，TC よりも強い理論と算術の関係を調べていきます。また弱い集合論の公理体系を新た

に導入し，読み書きやそろばんに関する理論との翻訳関係を構築し，これらの体系を統一的に分析していきます。 

担当科目 微分・積分，代数・幾何，解析Ⅰ 

過去の実績 

◆ NHK 文化センター講師 一般市民向けの数学の講座を開講（計 3 回実施） 
2019 年 12 月 8 日 『数学で世界を旅しよう 3』 （直近） 

◆ 地域交流（公開講座など）（ほぼ同様な内容で毎年実施） 
◇公開講座 ①数学とプログラミング（6/16），②エンジョイ科学館(7/13)，③リケジョ講座 
◇数学イベント ④児童文化センター（8/19, 9/15） ⑤ふれあいの里（6/15, 12/7） 

◆ テレビ出演 鳥取県民チャンネルコンテンツ協議会 米子高専 知的セミナー 出演 
2013 年 5 月 『無限を数える①』 6 月 『無限を数える②』 7 月 『身近に存在する数学』 

◆ 高専学生の研究発表会共催（津山高専松田修先生との共催．毎年実施） 
2020 年 2 月 22 日・23 日 高専生の数学研究に関する研究集会 発表 18 件 
2018 年 10 月 27 日高専生の数学研究に関する研究集会 発表 9 件  

◆ 米子高専教員研究発表会主催 弓ヶ浜セミナー （計 11 回実施，2020 年 3 月現在）  
◆ 研究集会主催（最近のもの） 山陰 基礎論・解析学研究集会 

第 7 回 2020 年 1 月 12 日 発表 9 件，参加者 15 名 @コンベンションセター 
第 6 回 2019 年 2 月 2 日 発表 5 件，参加者 12 名 @コンベンションセター 

近年の業績 

(研究・教育論文，特許含む) 

学術論文【査読有り】（他 1 件） 
[1] K. Higuchi and Y. Horihata, 

Weak theories of concatenation and minimally essential undecidability,  
Archive for Mathematical Logic, Volume 53, Issue 7-8 (2014), pp 835-853   

[2] Y. Horihata and K. Yokoyama, 
Nonstandard second-order arithmetic and Riemann's mapping theorem,  
Annals of Pure and Applied Logic, Volume 165, Issue 2 (2014), pp 520-551 

学術論文【査読無し】 
[3] 堀畑 佳宏,弱い 2 階算術におけるリーマンの写像定理, 

数理解析研究所講究録 1832「証明論と複雑性」(2013 年 4 月), pp 19-32  
[4] 堀畑 佳宏,Concatenation の理論と本質的決定不可能性, 

数理解析研究所講究録 1729「形式体系と計算理論」(2011 年 2 月), pp 18-36  
教育論文【査読有り】（他 3 件） 
[5] 竹内 彰継, 堀畑 佳宏 他, 米子高専のリベラルアーツ談話会 

工学教育 66 巻, 6 号, pp 98-103 (2018)  
[6] 二岡 葵, 堀畑 佳宏, 音楽の数学的分析(1) 

日本数学教育学会 高専・大学部会論文誌第 24 号, No 1, pp 80-87 (2018)  
[7] 山村 萌衣, 森田 紗代, 堀畑 佳宏, ラムゼイゲームの必勝法について(1) 

日本数学教育学会 高専・大学部会論文誌, 第 24 号, No 1, pp 88-98 (2018)  
[8] 石原 萌, 島津 瑠衣, 堀畑 佳宏, 任意の初期配置におけるハノイの塔について, 

日本数学教育学会 高専・大学部会論文誌, 第 23 号, No 1, pp 157-166 (2017) 
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研究内容： 

SDGｓ（持続可能な開発目標）の詳細が発表された。日本国内だけではなく地球規模で目標達成に向けた取り組み

が積極的に進められる中で、熱エネルギーに関する様々な現象を扱う伝熱工学の知見はこれまで以上に重要となる。 

以下に、これまで行ってきた研究の中で代表的なものをいくつか紹介する。 

・乱流自由噴流中のミスト生成について 

・二成分不溶性混合冷媒の凝縮伝熱特性について 

・近赤外レーザドップラー流速分布測定装置の生体計測への応用について 

過飽和度分布 ミスト可視域と過飽和領域 流れ方向

皮膚がん近傍血管の血流速度の二次元画像

研究テーマ： 

伝熱工学の基礎と応用について
氏名：  寺西恒宣／TERANISHI Tsunenobu E-mail： teranishi@yonago-k.ac.jp 

所属・ 
職名： 

校長 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 日本機械学会,日本伝熱学会,日本冷凍空調学会 

キーワード： 熱エネルギー,伝熱工学,高効率利用 

連携可能企業・ 

業種等： 
医療・環境・エネルギー・その他全般 

医工連携関連シーズ 
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研究テーマ： 

各種流れの可視化に関する研究 
氏名：  早水庸隆／HAYAMIZU Yasutaka E-mail： hayamizu@yonago-k.ac.jp 

所属・ 
職名： 

機械工学科 准教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 日本機械学会，日本流体力学会，可視化情報学会，ターボ機械協会 

キーワード： 可視化，混合，マイクロミキサ，運動良好精子分離装置，波力発電，マイクロバブル 

連携可能企業・ 
業種等： 

医薬品・化粧品／化学・バイオなど 

研究内容： 各種流れの可視化に関する研究 

■ 研究テーマ 1：「マイクロチャネルを用いた運動良好精子分離装置に関する研究」

現在，少子化が深刻な社会問題とされており，その原因の一つとして不妊症が挙げられます．不妊原因の約半分が
男性精子の欠如や異常であることが判明しています．受精の確率を高めるためには運動良好精子が必要であり，不妊
治療には運動良好精子を安全かつ簡便に選別する過程が重要となります． 

そこで新たな治療方法として，マイクロチャネルを用いた運動良好精子分離装置（Microfluidic Sperm Sorter: MFSS）
による「不妊症治療システム」の開発が注目されています．MFSS の開発においては，マイクロチャネル形状や流体力学
的な条件が効率よく運動良好精子を抽出できるのかを明らかにすることが重要ですが，いずれもその解明には至ってい
ないのが現状です．本研究では，運動精子に対するマイクロチャネル内流れの影響を明らかにする目的で，マイクロチ
ャネル内流れを変化させた際の運動精子の速度を粒子画像流速測定（Particle Image Velocimetry: PIV）およびレーザ
誘起蛍光法（Laser Induced Fluorescence: LIF）によって計測を行っています．図 1 は運動精子画像の一例を示したも
ので，本研究では図 1(b)に示すような精子頭部の蛍光（赤色）から運動精子の速度を算出しています． 

(a) 元画像  (b) 蛍光画像
図 1 運動精子画像 

■ 研究テーマ 2：「二次流れのカオス化を利用したマイクロミキサに関する研究」

近年，化学やバイオなどの分野において化学分析などの化学操作を小さなチップ上に集積したμ-TAS（Micro Total 
Analysis Systems）と呼ばれる超小型化学分析装置の開発が注目されています．この装置は様々なマイクロ流体素子
やセンサなどからなり，混合，攪拌，反応，分離や抽出などの一連の操作を行うものです．しかし，流路はマイクロサイズ
であるため，その流れは低レイノルズ数となり乱流による攪拌や熱移動が期待できません．そのため，低レイノルズ数流
れにおいて効率よく混合・攪拌されるマイクロミキサが必要とされています． 

そこで，本研究では二次流れ（渦）をカオス化させ，混合・攪拌の促進を図るマイクロミキサの開発を目的としていま
す．図 2 は本研究で作製したマイクロミキサ内流れの PIV/LIF 計測による画像の一例を示したものです． 

(a) PIV 画像（流動）    (b) LIF 画像（混合） 
図 2 マイクロミキサ内流れ 

過去の企業等連携実績・ 

その他アピールポイント等 

企業連携実績：㈱鶴見製作所，水野ストレーナー工業㈱ 

提供可能技術：マイクロからマクロスケールの流れの可視化，微粒子の粒径分布計測など 

医工連携関連シーズ 
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研究テーマ： 

医療データ（脈波など）の計測・解析・評価・応用

氏名：  権田 英功／GONDA Eikou E-mail： gonda@yonago-k.ac.jp 

所属・ 
職名： 

電気情報工学科 教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 日本知能情報ファジィ学会，バイオメディカルファジィシステム学会 

キーワード： 脈波解析，ソフトコンピューティング，自己組織化マップ 

連携可能企業・ 

業種等： 
医療分野，ヘルスケア分野，健康食品分野 

研究内容： 自己組織化マップを用いた小型脈波解析ハードウェア・ソフトウェアの研究・開発 

近年，健康に関する話題がメディアなどで盛んに取り上げられるようになり，人々の関心も高まってきています．最近

では人体に非侵襲に生体情報を得ることができる加速度脈波と呼ばれるものを用いた，家庭でも簡単に検査を行える

システムが開発されつつあります．加速度脈波による健康評価システムはパソコンを用いるもの，研究目的，多人数向

けのものが多く，市販の血圧計のように小型の装置が少ない現状にあります．そこで，多次元データの解析手法の一つ

である自己組織化マップ(SOM:Self-Organizing Maps)を用いて加速度脈波を解析し，持ち運んでも使えるような小型の

加速度脈波解析装置の研究を行っています． 

過去の企業等連携実績・ 

その他アピールポイント等 

食品業界では，トクホ（特定保健用食品）や栄養機能食品が増加しています． 

しかしながら，それを利用する消費者評価には確たる指標がないのが現状です． 

そこで，血管硬化度やストレスの度合いを計測することができる脈波を用いれば， 

上記の評価指標の一助になると考えています． 

医工連携関連シーズ 

近年，メディアなどで盛んに健康に関する話題が

取り上げられ，人々の健康への意識が高まってい

る．自身の健康状態を知るためには，医療機関で

適時検査を行うことが望ましい． 

金銭面や時間面の問題で 

適時検査が出来ない 

小型ハードウェア化 or ウェアラブル化 

携帯できる健康状態チェッカー 

しかし 

スマホなどの小型情報端末画面を用いて 

そこで
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研究テーマ： 

IoT を活用したデータセンシングに関する提案
氏名：  松本 正己／MATSUMOTO Masami E-mail： matsu@yonago-k.ac.jp 

所属・ 
職名： 

電気情報工学科 教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 日本計算学会，日本ヴァーチャルリアリティ学会 

キーワード： 情報ネットワーク，IoT(Internet of Things)，Web システム，PSE(問題解決環境), VR & AR 

連携可能企業・ 

業種等： 

・IoT システム構築支援：Web サーバを用いたセンサネットワークシステムの構築支援 

・VR & AR システムを用いたデータ可視化支援 

Fig.2 センサを搭載した自走車両開発例  Fig.1 IoT システムの構成 

研究内容： IoT を活用したデータセンシングと可視化システムの構築支援 

■ IoT を活用した環境データ収集システムの構築支援

近年，IoT(Internet of Things)すなわち，様々なセンサを組み込んだ機器をネットワークに接続し，そのデータに基づ

いてシステムを自動制御する技術が広く活用されてきています．特に，Web サーバとデータベースを連動させることで，

大規模な環境データの収集が可能になります．しかし，多種多様なセンサからのデータを収集し可視化するシステムを

管理するには多くの知識と実践的技術が必要となり，開発者の大変な負担となっています． 

そこで，本研究では ARM 系マイクロプロセッサを用いたデータを用いて構築したシステムを基礎とし， 

・組み込みシステムの製作と RTOS を用いたセンサデータの収集の自動化支援システムの開発 

・IoT を用いた環境データの管理機能の Web 化 

を行っています．これによって，IoT システムの開発と構築を行い，AI と連携したデータ解析を支援します． 

過去の企業等連携実績・ 

その他アピールポイント等 

・ネットワークデータ処理に関する研究（H29～） 
・医療・福祉ロボット基板等に関する研究開発(H28～) 
・スマートフォンプログラムと Web 連携について（技術指導講師 Ｈ24） 

【主要設備】 
●GPU サーバ・nVIDIA P100×4 （HPCT W224gs ㈱HPC テック社）
・AI 開発環境 CUDA 8.0/cafe/cafe2/TensorFlow/chainer/theano 
●ホログラフィックコンピュータ Microsoft HoloLens
●高齢者疑似体験教材エキスパートキット（SAMWA 製）
●仮想現実感システム
・Oculus Rift （Oculus 社）, HCT VIVETM （HTC 製） 
●携帯型サーモグラフィ―カメラ FLIR C3 (FLIR 製)
●ZED Stereo Camera (STEREO LABS 製)
●マイコン開発システム (ARM 用)
・EvoPrimer STM32/8, ST-Link/v2 (STMicorelectronics) 
・Atmel-ICE Basic Debugger （Atmel 製） 

医工連携関連シーズ 

102



研究テーマ： 

安全で高効率なハンドル形電動車いすの開発 

氏名：  宮田 仁志／MIYATA Hitoshi E-mail： miyata@yonago-k.ac.jp 

所属・ 
職名： 

電気情報工学科 教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 電気学会，日本知能情報ファジィ学会，IEEE（米国電気電子学会） 

キーワード： ソフトコンピューティング，モータ制御，パワーエレクトロニクス 

連携可能企業・ 

業種等： 
自転車，医療・福祉機器関連企業等 

研究内容： 安全で高効率なハンドル形電動車いすの開発 

社会の高齢化が進む今日，高齢者の身体的機能低下による行動範囲の縮小が問題となっている。それを補う方法

として，自動車やバイク等の利用も考えられるが，高齢者による交通事故等も問題となっており，好ましいとは言えな

い。また，いわゆる原付バイクなども有効な移動手段であるが，手軽で安全な乗り物とは言えない。一方，ハンドル形電

動車いすは，高齢者でも手軽に扱え，低速で安全性も高い。 

そこで本研究では，これまで種々のモータ制御の研究で培った技術を応用して，安全で高効率なハンドル形電動車

いすの開発を目指す。研究対象とするハンドル形電動車いすは，日本工業規格(JIS)に準拠しており，その特徴は以下

の通りである。 

(1) 全長 120 cm ，全幅 70 cm ，全高 109 cm 以内

(2) 最高速度 6 km/h 未満

(3) 歩道を走行（歩行者扱いとなるため）

(4) 原動機に電気モータを使用

(5) 三輪型

走行速度が 6 km/h 程度であり，歩行者扱いとなるため，免許証やヘルメットが不要で取り扱いが簡単かつ安全であ

る。また，市販のハンドル形電動車いすは四輪型であるが，三輪型は格段に小回りが利き，扱いやすい。さらに，三輪型

にすることで小型化できるため，狭い場所でも走行可能であるうえ，電車等の公共交通機関にもそのまま乗車すること

ができる。 

本研究では，これまでの研究で培った緻密な回転力制御や，高効率運転の技術を活かし，スリップせず，バッテリが

長持ちする電動車いすの開発を目指す。図 1 に外観を，図 2 に走行中の様子をそれぞれ示す。 

過去の企業等連携実績・ 

その他アピールポイント等 

・㈱エンドウ商事との共同研究 

・鳥取県環境学術研究等振興事業採択研究 

希少金属を使用しない新型モータの電気自動車への応用（H19～H21） 

電気自動車のエネルギー効率改善に関する研究（H22～H24）

医工連携関連シーズ 

図 1 ハンドル形電動車いすの外観 図 2 走行中の電動車いす 
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研究テーマ： 

簡易なデバイスを用いた睡眠モニタリング 
氏名：  本村 信一/MOTOMURA Shinichi E-mail： motomura@yonago-k.ac.jp 

所属・ 
職名： 

電気電子部門 准教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 人工知能学会，日本遠隔医療学会，日本福祉工学会ほか 

キーワード： 睡眠モニタリング，脳波，簡易脳波計，スマートウォッチ，パルスオキシメータ 

連携可能企業・ 

業種等： 
ヘルスケア企業，医療・福祉機器関連企業など 

研究内容： 簡易なデバイスによる多面的な生体情報を活用した睡眠モニタリングの研究 

 近年、健康志向の高まりとともに、生体の物理的状態の把握が可能で、誰でも気軽に使える小型ヘルス機器が充実して

きた。スマートフォンやタブレット端末も急速に普及し、端末上で手軽に健康管理を行えるアプリも見られるようになった。一

方で、客観的な心理状態の把握に用いられる従来の脳波計は、設備が大型で多くの電極や時間を要するなどの短所があ

り、気軽さの点で難点があった。ところが近年は、額部分の 2 個程度の電極のみで計測が可能で小型・軽量な簡易脳波計

が登場してきた。 

 本研究では、このような利点を持つ簡易脳波計を中心として、近年社会問題の一つとして挙げられている睡眠トラブルに

対応すべく睡眠モニタリングの研究を進めている。具体例として、図 1 は眠りに陥った瞬間の脳波パワースペクトルである。

40Hz から 50Hz のγ帯域において特徴的な成分が出現しており、繰り返し実験により高頻度で出現することが確認できた。

また、図 2 は入眠過程における脳波のパワーの時間変化（スペクトログラム）を示したものである。図の縦軸は時間軸を、横

軸は周波数軸を表し，パワーが強い場合濃い色で示される。初めはβ波優位であるが、β波が減少したと同時にδ波が増

大し、その後α波が出現したりしなくなったりを繰り返し、やがてα波の出現もほぼなくなっていることが確認できる。このよう

に、入眠過程での周波数成分が 3 段階にわたって変化していることを視覚的に捉えることが可能となった。 

 これらに示すように、脳波は睡眠モニタリングにおいて有効な計測ツールではあるが、脳波のみで眠りのすべてを把握する

ことは現実的ではなく、脳波以外のセンサーや計測デバイスを組み合わせることでより的確な睡眠状態の把握ができると考

えられる。そのため、今後は脳波計測以外にもスマートウォッチに搭載されている簡易脈拍計による脈拍や体温、パルスオ

キシメータによる酸素飽和度などを同時に計測し、脳波変動と重ね合わせることにより脈拍の観点や体温の観点などでも眠

りに関する臨床的な知見を得る予定である。これらの多視点／多面的なデータ分析により、精度よく入眠／目覚めを捉える

ことを目標としている。 

 将来展望として、長期的な実験に基づき可能な限りの被験者数の増加や、個人の数か月間にわたる観測により、個人差

の問題や精度面の問題解決を図る予定である。 

図 1 入眠時の脳波パワースペクトルの一例    図 2 スペクトログラムにより入眠過程を捉えた様子 

過去の企業等連携実績・ 

その他アピールポイント等 

・認知症患者の睡眠状態把握システムの開発（共同研究、2020 年-） 
・ドライブシミュレータを用いた漫然運転時の脳波分析（民間企業との共同研究、2017 年） 
・日本医療研究開発機構（AMED）PHR 事業における分担研究者（2016 年-2018 年） 
・脳情報学に基づく体系的な脳研究の支援を実現するデータブレインの構築（科研費 
 基盤研究 C，分担，2014-2016 年 

医工連携関連シーズ 
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研究テーマ： 

ヒトの触覚再現を目指した触覚センサシステムの開発 

氏名：  中山 繁生／Shigeki NAKAYAMA E-mail： nakayama@yonago-k.ac.jp 

所属・ 
職名： 

電子制御工学科 教授 学位： 博士（情報工学） 

所属学会・協会： 日本ロボット学会，日本機械学会，計測自動制御学会 

キーワード： 触覚センサ，ロボット 

連携可能企業・ 

業種等： 
触覚センサ，圧力センサを開発する企業 

研究内容： ヒトの触覚再現を目指した触覚センサシステムの開発 

ヒトは手足の動作をおこなうために必要な外界情報を触覚から取得している．しかし触覚が麻痺している場合や，事

故などにより手足が切断された場合に，ヒトは触覚情報の取得が困難となり，日常生活を満足に送ることはできない．

また視覚を失ったヒトは，切符の購入やエレベータなどの操作を点字に委ねており，指先の触覚情報を不可欠としてい

る．そして義手や義足を着用しなければならないヒトは，義手の指先や義足の爪先における触覚情報の取得が不可能

であり，日常生活に支障をきたしているのが現状である．さらに視覚と触覚の両方を失ったヒトの場合では，外界情報の

取得は主に聴覚に頼らざるを得なくなり，音声情報の乏しい環境には順応できなくなる． 

一般的に触覚受容器の再現には，リハビリテーションなどの長期にわたる訓練が必要とされる．しかしこの訓練によ

り，必ずしも以前の触覚を再現できるとは限らない．また義手や義足に関しては，触覚を工学的に検出する必然性が

生じるため，触覚センサの開発が求められる．さらにセンサで検出した触覚を工学的に再現するために，触覚機能が

有効な部位で触覚を検出するための機器開発も同時に求められる． 

本研究は以下の点を重点的に遂行する． 

○人工皮膚を模倣した薄型触覚センサの開発

センサは触覚機能が有効でない部位，または義手・義足表面に貼り付けられ使用される．センサに用いる外力検

出素子にはＰＶＤＦ(ポリフッ化ビニリデン)フィルムを採用する．同フィルムは外力により加圧されると内部で電荷が発

生し，フィルム表面間に電位差が生じる． 

なお，開発するセンサは，多方向からの外力を軸方向に独立で検出可能とすることを前提としている． 

○触覚感受機器の開発

センサで検出した触覚情報（電気信号）を，振動などの物理量に変換する「触覚感受機器」を開発する．この機

器を腕部や腹部などの触覚機能が有効な部位に装着することで，触覚センサからの情報を間接的に体で検出可能

となる． 

過去の企業等連携実績・ 

その他アピールポイント等 

「妖怪神社」へのロボットの導入（民間企業との共同研究，2006 年） 

魚体処理のための自動システムの構築（県内研究機関との共同研究，2015 年） 

歩行者追随ロボットの開発（研究機関・民間企業との共同研究，2016 年～） 

医工連携関連シーズ 
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研究テーマ：  

人工知能技術を用いた医工連携に関する研究
氏名：  原田  篤／HARADA Atsushi E-mail： harada@yonago-k.ac.jp 

所属・職名： 助教 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 日本ロボット学会，IEEE 

キーワード： 人間型ロボット，知能情報処理 

連携可能企業・ 

業種等： 

・慣性センサを用いたデータ処理 

・人間型ロボットを用いた見守りシステム 

研究内容： .独居老人のための健康見守りシステム/慣性センサを用いたポジショントラッキング 

過去の企業等連携実績・ 

その他アピールポイント等 

医工連携関連シーズ 

株式会社MICOTOテクノロジーと鳥取大学医学部と共同でとっとり発医療機器開発支援

事業にてシャドウィングによる内視鏡下外科手術用シミュレータの開発に協力機関として

コントローラの開発に協力 
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研究テーマ： 

ハイブリッド光増感剤を利用した光線力学療法の開発 

氏名：  粳間 由幸／URUMA Yoshiyuki E-mail： uruma@yonago-k.ac.jp 

所属・ 
職名： 

物質工学科 准教授 学位： 博士（理学） 

所属学会・協会： 日本化学会，日本薬学会，有機合成化学協会，高専学会 他 

キーワード： ガン，化学合成，光細胞毒性試験 

連携可能企業・ 

業種等： 
製薬会社（癌細胞を扱うことができる研究室を希望いたします。） 

研究内容： 

研究目的 

癌治療法の一種である光線力学療法における副作用を軽減するために，この療法で臨床的に使用されている 8-

methoxypsoralen(8-MOP)の低い水溶性と癌細胞選択性を向上させることを目的とする．これまでの研究では，8-MOP

の水溶性と癌細胞選択性の向上のために，8-MOP への糖質の導入を検討し，糖質として D-グルコースか D-ガラクト

ースをそれぞれ包含した 2 種類の新規光増感剤を合成してきた．また，目的とする水溶性の向上を確認するための評

価試験や，薬剤の治療効率を評価するための一重項酸素発生能の評価試験など，新規光増感剤の性能評価を行っ

た．このことより，糖質包含型 8-MOP 誘導体は，従来の光増感剤である 8-MOP より水溶性が高く，一重項酸素発生

能が弱いことが明らかとなった． 

最近の研究 

「糖質包含型8-MOPならびにフタロシアニン誘導体の生物学的な性能評価(細胞毒性と細胞内取り込み量の評価)」 

これまで行うことが出来なかった，新規光増感剤の生物学的な性能評価を行った．生物学的な評価としては，試料

の細胞毒性と細胞内の取り込み量を評価する試験を実施した．細胞毒性の評価は試料の治療効率を評価するため

に，細胞内取り込み量の評価は目的としている癌細胞選択性を評価するために行った． 

細胞毒性評価による成果（医学部生命科学科との共同研究結果） 

グルコース包含型 8-MOP 誘導体は，DLD-1 細胞株において 8-MOP と同様の細胞毒性を示すことを明らかとした 

細胞毒性の評価は，次の操作によって行った．まず，細胞を，光増感剤を含む培地中で，通常酸素もしくは低酸素

条件下で一定期間培養した．次に，生理食塩水による洗浄と培地交換によって細胞外の光増感剤を取り除いた．そし

て，光増感剤が活性化する 365 nm の光を照射し，一定期間培養した後，アラマーブルーもしくはクリスタルバイオレット

によって細胞生存率を評価した．この操作を，14 細胞株(マウス線維肉腫細胞由来の QRsP-11 細胞，ヒト膵管癌由

来の PANC-1 細胞株，ヒト結腸癌由来の Colo320 細胞株，ヒト結腸直腸腺癌由来の WiDr 細胞株，ヒト直腸腺癌

由来の DLD-1 細胞株，ヒト線維肉腫細胞由来の HT1080 細胞株，ヒト肉腫由来の Saos2 細胞株，ヒトスキルス胃

癌由来の OCUM-2M 細胞株，ヒト子宮頸部類上皮癌由来の HeLa229 細胞株，ヒト胎児腎細胞由来の HEK293 

細胞株，ラット小腸上皮由来の IEC-6 細胞株，マウス胎児線維芽細胞由来の BALB/3T3 細胞株，マウス線維芽

細胞の NIH/3T3-3-4 細胞株，マウス黒色腫由来の B16/BL6 細胞株)によって行った． 

この結果，DLD-1 細胞株では 97・M の 8-MOP を含む倍地とグルコース包含型 8-MOP 誘導体を含む培地中で

低酸素条件下で培養した群で，細胞生存率の減少が確認された(P<0.01)．この細胞生存率の減少を示した両光増感

剤による減少の量を比較したところ，有意な差を示さなかった(P>0.05)．よって，DLD-1 細胞株においては，グルコー

ス包含型 8-MOP 誘導体は，8-MOP と同等の毒性を示すことが明らかとなった． 

（論文掲載） 
[1] Uruma, Y.; Nonomura, T.; Yoong, P-M-Y.; Edatani, M.; Onuma, K.; Okada, F. Design, synthesis, and biological evaluation of a 
highly water-soluble psoralen-based photosensitizer Bioorg. Med. Chem., 2017 25, 2372-2377.  
[2] Uruma, Y.; Sivasamy, L.; Yoong, P-M-Y.; Onuma, K.; Omura, Y.; Doe, M.; Osaki, M.; Okada, F. Synthesis and biological evaluation 
of glucose conjugated phthalocyanine as a second-generation photosensitizer Bioorg. Med. Chem., 2019 27, 3279-3284. [Front cover] 
[3]Parthiban, V.; Yoong, PMY.; Uruma, Y.; Lai, P. Designing Synthetic Glycosylated Photosensitizers for Photodynamic 
Therapy Bull., Chem., Soc., Jpn., 2020, 93, 978-984.  

過去の企業等連携実績・ 

その他アピールポイント等 

化学合成において各種合成が可能です． 

ガン細胞に対する評価実験で共同研究を進めたいと思います． 

医工連携関連シーズ 
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研究内容： 障がい者施設入所者が製作プロセスに関わり続けられる食事用テーブルデザインの考案と試作 

障がい者支援施設の入所者にとって、入所施設は今後の人生を家族の元を離れ長期に渡って他の入所者・施設職

員との共同生活を送ることとなる大切な住空間である。そこで暮らす入所者の生活の質を高めるためには、入所者自身

が施設の住空間について、自分の「家」のように能動的に関われるようにすることは重要だと考える。 

本研究は H29 年度に鳥取県米子市の障がい者支援施設「もみの木園」で入所者が使用する食事用テーブルについ

て、(1)食事介助のための機能を持ち、(2)入所者自身がテーブル製作のプロセスに関わり続けることができるデザインの

考案と製作を行ったものである。施設へのヒアリングを通じて、テーブルの材料には、頑丈な上に木の温かみが感じられる

CLT パネルが適していると判断し、設計・製作を行った。 

テーブルデザインの特徴 

翼状のテーブル天板形状：車イス利用者二人がけの食事用テーブルとして食事介助のしやすさとテーブル複数台使用

時における多様なレイアウトの両立を目指した。 

着せ替えるデザイン 

本テーブルは仕上げに円盤状のパーツを脚部に取り付けることで完成する。円盤パーツに施すカラーリング（色塗り）を利

用者が担うことで、使い手がテーブルデザインの完成に能動的に関わり続けられる設えにした。このパーツは磁石によっ

て簡単に脱着が可能となっており、利用が取り付ける位置を着せ替えのように適宜変えることができる。また、無地の円

盤パーツを余分に準備してあるので、新しいカラーリングを施すことも可能となっている。 

過去の企業等連携実績・ 

その他アピールポイント等 

施設での利用状況 

研究テーマ： 障がい者支援施設における住空間環境を改善する

ためのデザイン提案と実践 

氏名：  西川 賢治/NISHIKAWA Kenji E-mail： nishikaw@yonago-k.ac.jp 

所属・ 
職名： 

建築学科 准教授 学位： 修士（工学） 

所属学会・協会： 日本建築学会 

キーワード： デザイン 障がい者支援 木製家具 

連携可能企業・ 

業種等： 
障がい者支援施設 建材・家具等製作企業 

色塗り作業の様子 

絵筆を使った色塗り作業が楽し

い体験となるよう、施設入所者

には米子高専に出向いてもら

い、学生と行う色塗りワークショッ

プに参加してもらった。 

医療福祉機器関連シーズ 

テーブル仕様 

サイズ：W1610，D658, H686(mm) 

杉材 CLT パネルｔ36mm，水性ウレタンクリアー仕上げ 
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研究テーマ： 

筋痙攣の予防法、運動とストレス 
氏名：  大野 政人／OHNO Masato E-mail： ohno@yonago-k.ac.jp 

所属・ 
職名： 

教養教育科 准教授 学位： 博士（医学） 

所属学会・協会： アメリカスポーツ医学会、日本体力医学会、日本教育医学会など 

キーワード： 筋痙攣、脱水、電解質異常、ストレス 

連携可能企業・ 

業種等： 

筋痙攣の予防，身体的・精神的ストレスの軽減につながる分野 

・飲食品・製薬関係（飲食品，サプリメント，外用薬など） 

・衣料関係（ストッキング，タイツ，寝具など） 

・工学関係（計測機器，物理刺激装置（温熱，冷却，振動など）） 

研究内容： 筋痙攣の研究について 

筋痙攣とは、筋肉が収縮したまま一定時間元に戻らなくなる現象であり、しばしば激しい痛みを伴います。筋痙攣の

要因として、筋疲労、脱水、電解質異常、血行不良、外気温などが考えられております。また、筋痙攣の予防法として、

ストレッチング、水分摂取、電解質摂取などが知られております。しかし、筋痙攣を誘発する方法が確立されていないた

め、筋痙攣の発生機序は明らかでなく、予防法の効果も不明です。 

本研究では、考案した筋痙攣誘発動作を用いて、大腿や下腿などの比較的大きな筋群に筋痙攣を誘発し、筋痙攣

が発生しやすい者の特徴、筋痙攣の要因、および、予防法について実験的に検証しております。これまで、電気刺激を

用いて足の裏にある小さい筋肉に筋痙攣を誘発した研究はいくつかありますが、本研究では、随意筋力発揮により、足

の裏の筋群だけでなく、下腿や大腿など、比較的大きい筋肉に筋痙攣を誘発します。筋痙攣が発生しやすい下腿や大

腿の筋群を対象にできること、および、特別な機械を必要とせず、スポーツ現場における研究にも対応できることが特徴

です。スポーツ中に発生する筋痙攣だけでなく、妊婦、肝硬変、血液透析、下肢動脈瘤、多汗症など、医療分野でも

筋痙攣に関係するキーワードは多数あります。筋痙攣の発生要因は様々ですが、ストレッチングによって筋痙攣が治ま

るため、共通の予防法があると考えます。飲食品、衣類、靴、寝具、医療機器など、筋痙攣を予防するための新製品の

考案や、既存の製品の有効活用などに応用されることが期待できます。これまで、製薬会社などが興味を持ち，相談に

応じてまいりました．同分野の研究者が世界的に少ないため、他者と競合しないことが特徴です。 

図は、膝屈曲筋群に筋痙攣を誘発した時の筋活動です。脱力しても筋肉が活動し続けており、ストレッチングを行うこ

とによって、活動（痙攣）が治まります。 

過去の企業等連携実績・ 

その他アピールポイント等 

【筋痙攣・ストレス関係の研究論文】 
 Influence of acute mental arithmetic stress on taste and pungency. J. N. S. V. 
(accepted); Heat-induced body fluid loss on muscle cramp during maximal voluntary 
contraction for the knee flexors. Int. J. Sport Health Sci., 16, 191-199, 2018; 
Development of Wristwatch-type stress-calorie monitor and its wireless 
communication management system. Gazz Med Ital. 175(11), 442-451, 2016.（セイコ
ー・エプソン社等との共同研究）; A novel method of inducing muscle cramp in the knee 
flexors. J. Educ. Health Sci., 60(4), 232-235, 2015. 

【取材協力】 
TBS「健康カプセル！元気の時間」（2013），NHK「ためしてガッテン」（2012）， 

医工連携関連シーズ 
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➋平衡性

➊筋量➌関節・骨

研究内容 骨密度、足圧中心動揺および部位別筋量からみたフレイルの評価法と評価指標の作成 

我が国は、2007 年に 65 歳以上の高齢者が総人口の 21%を超え、現時点でも世界一の “超高齢社会” である。 

そのため、年々増加する社会保障や医療福祉の負担を改善するに高齢者の “健康寿命”の延伸は重要かつ喫緊の課 

題と言われている。また、近年よく耳にする “フレイル”は 2014 年に日本老年医学会が「加齢に伴う様々な機能変化や 

予備能力低下によって健康障害の脆弱性が増した状態」と提唱した高齢者関わる概念である。フレイルの予防は、健康 

寿命の延伸と密接に関連し、我が国が抱える大きな課題を解決する有力なステップと考えられる。 

  フレイルの原因となる要因は、右図のように多面的であり 

高齢者個々の背景事由により様々である。「身体的側面」 

にフォーカスを当てた場合、 ➊筋機能（主に下肢）低下、 

➋神経機能（主に平衡性）低下、➌関節機能（主に股・ 

膝足関節）低下、➍身体活動量低下（➊～➌が影響）が 

特に重要と考えられる。フレイルのいる“基診断基準として 

は、老人保健事業や介護事業にも利用されて本チェック 

リスト”や国立長寿医療研究センターが発表している CHS 

基準などのアセスメント・ツールは簡便性の点で優れてお 

り、よく利用されている。 

   本研究では、“基本チェックリスト”や CHS 基準などのアセスメント・ツールのような簡易的なスクリーニング指標では 

なく、上記「身体的側面」の➊～➌に関する数値データをもとに多面的にフレイルを評価する方法と詳細な評価指標  

の作成を目標としている。  

過去の企業等連携実績・ 

その他アピールポイント等 

・鳥取県スポーツ医科学委員（2018～） 
・鳥取県環境学術研究振興事業等助成（2007～2009, 2012～2014） 
・測定事業：骨密度測定・足圧中心動揺（2003～/小学生～高齢者） 

注）➊ マルチ周波数身体組成計 タニタ社製 MC-190 

➋ 圧力分布測定装置 マニマ社製 MD-1000 

➌ 音響的骨評価装置 富士フィルム社製 AOS-100SA 

 

研究テーマ： フレイルの予防を目的とした測定・評価
システムの構築とその活用法 

氏名：  南  雅樹/MINAMI Masaki E-mail： minami@yonago-k.ac.jp 

所属・ 
職名： 

合工学科（教養教育部門） 教授 学位： 博士（学術） 

所属学会・協会： 日本体力医学会，日本教育医学会，日本学校保健学会ほか 

キーワード： 超高齢社会，骨粗鬆症，足圧中心動揺，身体組成 

連携可能企業・ 

業種等： 
医療分野，ヘルスケア分野，行政・社会福祉法人等 

医工連携関連シーズ 
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